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この製品は、関連するEU規制に適合していま
す； 詳細については、DOC シート（規格適合証
明書）をご覧ください。

この製品に使用されているスパーク式着火装置
は、カナダの ICES-002 標準に適合していま
す。

警警警告告告

標標標準準準装装装備備備とととなななっっっててていいいるるるオオオリリリジジジナナナルルル機機機器器器やややアアアクククセセセ
サササリリリををを取取取りりり外外外すすすととと、、、機機機械械械ののの性性性能能能ががが変変変わわわりりり走走走行行行状状状
態態態ややや安安安全全全性性性ににに問問問題題題ががが発発発生生生しししたたたりりり製製製品品品保保保証証証ががが適適適
用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががでででてててきききままますすす。。。ToroToroToro のののオオオ
リリリジジジナナナルルルパパパーーーツツツををを使使使用用用しししななないいいととと重重重症症症事事事故故故ややや死死死
亡亡亡事事事故故故ををを引引引ききき起起起こここすすす可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。エエエンンン
ジジジンンン、、、燃燃燃料料料シシシススステテテムムムややや換換換気気気シシシススステテテムムムににに対対対しししててて
弊弊弊社社社ががが認認認めめめててていいいななないいい改改改造造造ををを施施施すすすここことととははは法法法律律律違違違
反反反とととなななるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

タタタイイイヤヤヤ、、、ベベベルルルトトト、、、ブブブレレレーーードドド、、、燃燃燃料料料系系系統統統ののの部部部品品品ををを
始始始めめめとととすすするるる交交交換換換部部部品品品にににははは、、、必必必ずずず ToroToroToro ののの純純純正正正部部部
品品品をををごごご使使使用用用くくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用する乗用芝刈り機であ
り、一般の家庭での使用や専門業務に従事する
プロのオペレータが運転操作することを前提と
して製造されています。この製品は、適切な管
理を受けている家庭の芝生や商用目的で使用さ
れる芝生に対する刈り込み管理を行うことを主
たる目的として製造されております。本機は、
雑草地や農業用地における刈り取りなどを目的
とした機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toroのウェブサイトwww.Toro.comで製品・
アクセサリ情報の閲覧、代理店についての情報
閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていた
だくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店ま
たはToro カスタマーサービスにおたずねく
ださい。お問い合わせの際には、必ず製品の
モデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印し
た銘板の取り付け位置を示します。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。
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図図図 111

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。

目目目次次次
はじめに................................2
安全について ............................4

安全な運転のために ...................4
乗用芝刈り機を安全にお使いいた
だくために： TORO からのお願
い ................................5

音圧 ................................7
音力 ................................7
振動レベル ..........................7
傾斜確認方法 ........................8
安全ラベルと指示ラベル ...............9

©©© 2012—The2012—The2012—The Toro®Toro®Toro® CompanyCompanyCompany
811181118111 LyndaleLyndaleLyndale AvenueAvenueAvenue SouthSouthSouth
Bloomington,Bloomington,Bloomington, MNMNMN 554205542055420 2

連連連絡絡絡先先先：：： www.Toro.com.www.Toro.com.www.Toro.com.
PrintedPrintedPrinted ininin thethethe USAUSAUSA

禁禁禁無無無断断断転転転載載載



製品の概要 .............................13
各部の名称と操作....................13
仕様 ...............................14

運転操作 ...............................14
燃料を補給する......................14
エンジンオイルの量を点検す
る ...............................16

慣らし運転期間......................16
ROPS（横転保護バー）について .........16
安全第一 ...........................17
駐車ブレーキの操作 ..................18
ブレード制御スイッチ（PTO）の使い
方 ...............................18

スロットルの操作....................18
チョークの操作......................19
始動スイッチの操作 ..................19
燃料バルブの使い方 ..................19
エンジンの始動と停止 ................20
インタロック･システム ...............21
前進と後退 .........................22
停止 ...............................23
刈り高の調整 .......................23
芝削り防止ローラを調整する...........24
座席を調整する......................25
走行ホイール解除バルブの使用方
法 ...............................25

サイドディスチャージの使い
方 ...............................26

機体をトラックなどに載せると
き ...............................26

マシンを移送するとき ................27
ヒント .............................27

保守...................................29
推奨される定期整備作業 ................29
潤滑.................................30

グリスアップその他の潤滑作
業 ...............................30

グリスを注入する場所 ................30
キャスタホイールのハブの潤
滑 ...............................31

エンジンの整備 .......................32
エアクリーナの整備 ..................32
エンジンオイルについて ..............33
点火プラグの整備....................36
スパークアレスタ（が装着されている
場合）を点検する。 ................37

燃料系統の整備 .......................37
燃料フィルタの交換 ..................37
燃料タンクの整備....................38

電気系統の整備 .......................38
バッテリーの整備....................38
ヒューズの整備......................39

走行系統の整備 .......................40
シートベルトの点検 ..................40

ROPS（横転保護バー）のノブの点
検 ...............................40

トラッキングを調整する ..............41
タイヤ空気圧を点検する ..............41
キャスタピボットのベアリングの調
整 ...............................42

電気クラッチの調整 ..................42
冷却系統の整備 .......................43
エンジンスクリーンの清掃.............43
エンジンの冷却フィンとシュラウドの
清掃 .............................43

ベルトの整備 .........................44
ベルトの点検 .......................44
刈り込みベルトの交換 ................44
油圧ポンプ駆動ベルトの交換...........45

制御系統の整備 .......................46
コントロールハンドルの位置調
整 ...............................46

走行コントロールのリンクの調
整 ...............................47

走行コントロールのダンパの調
整 ...............................48

走行コントロールのニュートラルロッ
クピボットの調整 ..................48

油圧系統の整備 .......................49
油圧オイルについて ..................49
油圧システムのフィルタとオイルの交
換 ...............................49

刈り込みデッキの保守 ..................51
デッキの水平調整....................51
ブレードの整備......................53
刈り込みデッキの取り外し.............56
デフレクタの交換....................56

洗浄.................................57
芝刈りデッキの裏側の清掃.............57
ごみの投棄について ..................57

保管...................................58
洗浄と格納保管......................58

故障探究 ...............................59
図面...................................61

3



安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は欧州規格に適合する製品として製造
されています。しかし、不適切な使い方をした
り手入れを怠ったりすると、人身事故につなが
ります。事故を防止するため、以下に示す安全
上の注意や安全注意標識のついている遵守事項
は必ずお守りください。これは注注注意意意、、、警警警告告告、危危危
険険険など、人身の安全に関わる注意事項を示して
います。これらの注意を怠ると死亡事故などの
重大な人身事故が発生することがあります。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項は CEN 規格 EN 836:1997 か
ら抜粋したものです。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばした
りする能力があります。重傷事故や死亡事故を
防ぐため、注意事項を厳守してください。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• 各注意事項を注意深く読んでください。各

部の操作方法や本機の正しい使用方法に十分
慣れておきましょう。

• 子供や正しい運転知識のない方には運転さ
せないでください。地域によっては機械のオ
ペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では
絶対に作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレー
タやユーザーが責任を負うものであることを
忘れないでください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人すべてに適切なトレーニ
ングを行ってください。特に以下の点につい
ての十分な指導が必要です：

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な
注意点と注意の集中；

– 斜面で機体が滑り始めるとコントロー
ル･レバーでで制御することは非常に難し
くなること。斜面で制御不能となるおも
な原因は：

◊ タイヤグリップの不足、特にぬれた
芝の上で；

◊ 速度の出しすぎ；

◊ ブレーキの不足；

◊ 機種選定の不適当；

◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握
していなかった；

◊ ヒッチの取り付けや積荷の重量分配
の不適切。

運運運転転転ののの前前前ににに

• 作業には頑丈な靴と長ズボンを着用してく
ださい。また、裸足やサンダルで機械を運転
しないでください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちて
いないか、作業場所をよく確認しましょう。

• 警警警告告告：燃料は引火性が極めて高い。

– 燃料は専用の容器に保管する。

– 給油は必ず屋外で行い、給油中は禁煙。

– 給油はエンジンを掛ける前に行う。エ
ンジンの運転中やエンジンが熱い間に燃
料タンクのふたを開けたり給油したりし
ない。

– 燃料がこぼれたらエンジンを掛けない。
機械を別の場所に動かし、気化した燃料
ガスが十分に拡散するまで引火の原因と
なるものを近づけない。

– 燃料タンクは必ず元通りに戻し、フタ
はしっかり締める。

• マフラーが破損したら必ず交換してくださ
い。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、
カッター･アセンブリの目視点検を行ってく
ださい。バランスを狂わせないようにするた
め、ブレードを交換するときにはボルトも
セットで交換してください。

• 複数のブレードを持つ機械では、１つのブ
レードを回転させると他も回転する場合があ
りますから注意してください。

運運運転転転操操操作作作

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故
となります。稲光が見えたり雷が聞こえるよ
うな場合には機械を運転しないで安全な場所
に避難してください。

• 旋回動作を行う時は、注意深くゆっくりと
行ってください。方向を変える前に、後方の
安全と旋回方向の安全を確認してください。

• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め
切った場所ではエンジンを運転しないでく
ださい。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行っ
てください。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメントの
クラッチをすべて外し、ギアシフトをニュー
トラルにしてください。
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• 傾斜が15度を超える斜面では本機を使用し
ないでください。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜
面での作業には特に注意が必要です。転倒
を防ぐため：

– - 斜面では急停止・急発進をしない；

– - 斜面上や旋回をする時は速度を十分に
落として運転する；

– - 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に
注意する；

• 荷を引いたり、重機を取り扱う際には安全
に十分注意する。

– - 牽引バーは必ず定められたものを使用
する。

– - 自分が安全に取り扱える重量の限度内
で作業を行う。

– - 急旋回をしない；バックする時には安
全に十分配慮する。

• 道路付近で作業するときや道路を横断する
ときは通行に注意しましょう。

• 芝面以外の場所を走行するときはブレード
の回転を止めてください。

• アタッチメントを使用するときは、排出方
向に気を付け、人に向けないようにしてく
ださい。また作業中は機械に人を近づけな
いでください。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられて
いない状態のままで運転しないでください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エン
ジンの回転数を上げすぎたりしないでくださ
い。規定以上の速度でエンジンを運転すると
人身事故が起こる恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に：

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下
降させる；

– ギアシフトをニュートラルに入れ、駐車
ブレーキを掛ける；

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 以下の場合には、アタッチメントの駆動を
停止し、エンジンを止め、点火プラグのコー
ドを抜き取るかキーを抜き取ってください：

– 詰まりを取り除くときや排出シュート内
部の異物を除去するとき；

– 機械の点検・清掃・整備作業などを行
うとき；

– 異物をはね飛ばしたとき。機体が異常
に振動した場合には直ちに運転を停止
し、機械に損傷がないか点検し、必要が
あれば修理を行ってください；点検修理

が終わるまでは作業を再開しないでくだ
さい。

• 移動走行中や作業を休んでいるときはアタッ
チメントの駆動を止めてください。

• 次の場合は、アタッチメントの駆動を止め、
エンジンを止めてください。

– 燃料を補給するとき；

– 集草バスケットを取り外すとき；

– 刈り高を変更するとき。ただし運転位置
から遠隔操作で刈り高を変更できる時に
はこの限りでありません。

• エンジンを停止する時にはスロットルを下
げておいて下さい。また、燃料バルブの付い
ている機種では機械の使用後に燃料バルブ
を閉じてください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボル

ト、ナット、ネジ類が十分に締まっているか
を確認してください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管す
る場合は、必ず燃料タンクを空にし、火元か
ら十分離してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、
エンジンが十分冷えていることを確認してく
ださい。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、
バッテリーの周囲に、余分なグリス、草や
木の葉、ホコリなどが溜まらないようご注
意ください。

• グラスキャッチャーは傷や破損が出やすい
ので、こまめに点検してください。

• 磨耗したり破損したりしている部品は安全
のために交換してください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合
は必ず屋外で作業を行ってください。

• 複数のブレードを持つ機械では、１つのブ
レードを回転させると他も回転する場合があ
りますから注意してください。

• 機体から離れる時には必ずカッティングユ
ニットを降下させておいてください：ただ
し、カッティングユニットを上昇位置に確実
にロックしておくことができる場合はこの
限りでありません。

乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたた
だだだくくくたたためめめににに：：： TOROTOROTORO かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項は上記規格には含まれていませ
んが、トロの芝刈り機を初めとする製品を安全
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に使用していただくために必ずお守りいただ
きたい事項です。

• エンジンの排気ガスには致死性の有毒物質
である一 酸化炭素が含まれている。屋内
や締め切った場所ではエンジンを運転しな
いこと。

• エンジン回転中は、機械の可動部、カッティ
ングデッキの裏側や排出口に手足や髪、衣
服を近づけないでください。

• マシンには、使用中に熱くなる部分があり
ますので、これらの部分に触れないよう注意
してください。保守、調整、整備などの作業
は、マシン各部が安全な温度に下がってか
ら行ってください。

• バッテリー液は毒性があり、皮膚に付くと
やけどを引き起こします。皮膚、目、衣服に
付着させないよう注意してください。バッテ
リーに関わる作業を行うときには、顔や目や
衣服をきちんと保護してください。

• バッテリーからは爆発性のガスが発生しま
す。バッテリーにタバコの火、火花などの火
気を近づけないでください。

• 製造時の性能を適切に発揮できるよう、交換
部品は必ずトロの純正品をお使いください。

• 弊社が認可していないアタッチメントは使
用しないでください。認可されていないア
タッチメントを御使用になると製品保証を受
けられなくなる場合があります。

斜斜斜面面面でででののの運運運転転転操操操作作作

• 傾斜が15度を超える斜面の刈り込みはしな
いでください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所、池や
川の近くなどでは刈り込み作業をしないでく
ださい。車輪が溝などに落ちて機体が転倒す
ると、最悪の場合、死亡事故などの重大な
人身事故となる危険がある。

• 芝草がぬれている時は斜面での芝刈り作業
をしないでください。滑りやすくなってい
るために走行力が十分発揮できず、制御で
きなくなる危険があります。

• 急旋回したり不意に速度を変えたりしない
でください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所、池や
川の近くなどの刈り込みには歩行型芝刈機や
ハンド･トリマーをお使いください。

• 斜面では速度を落とし、より慎重な運転を
心がける。

• 芝刈り現場にに岩や木の幹などの障害物が
ある場合には目に付きやすいマークをつけ
ておきましょう。深い芝生に隠れて障害物
が見えないことがあります。

• 溝、穴、岩、くぼみ、マウンドなどに注意
しましょう；不用意に入ると機体が転倒す
る危険があります。

• 上り坂では急発進しないでください；機体が
後ろにのけぞって転倒する危険があります。

• 下り坂では制御不能にならないよう慎重に
運転してください。重心が前輪側に移動する
とスリップを起こしたり、ブレーキや舵取り
ができなくなる恐れがあります。

• 斜面では急な発進や急な停止は避けてくだ
さい。坂を上れないと分かったら、ブレード
の回転を止め、ゆっくりとバックで、まっ
すぐに坂を下りてください。

• 斜面での安定性を確保するために、メーカー
が指示するウェイトやカウンタウェイトを必
ず搭載してください。

• 集草装置などのアタッチメントを取り付け
ての作業には十分な注意を払ってください。
アタッチメントによってマシンの安定性が変
わり、安全限界が変わる場合がありますか
らご注意ください。
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音音音圧圧圧
この機械は、オペレータの耳の位置における音
圧レベルが 91 dBA であることが確認されて
います； ただしこの数値には不確定値（K）1
dBA が含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 836 に定める手
順に則って実施されています。

音音音力力力
この機械は、音力レベルが 105 dBA であること
が確認されています； ただしこの数値には不
確定値（K）1 dBA が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順
に則って実施されています。

振振振動動動レレレベベベルルル
腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 1.6 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 2.7 m/s2

不確定値（K） = 1.4 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実
施されています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.31 m/s2

不確定値（K）= 0.16 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実
施されています。
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傾傾傾斜斜斜確確確認認認方方方法法法

G011841

図図図 333

このページをコピーしてお使いください。

1. この機械を安全に使用できる斜度の上限は 151515 度度度ででですすす。 スロープチャートで斜度を確認して作業を行うようにしてください。傾傾傾斜斜斜ががが151515度度度
以以以上上上ののの斜斜斜面面面ででで使使使用用用しししななないいいこここととと 推奨されている角度にあわせて折る。

2. この縁を垂線（立ち木、建物、フェンスなど）に合わせる。

3. 折り線と斜面の比較の仕方。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付していま
す。破損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

58-652058-652058-6520

1. グリス

99-893699-893699-8936

1. 走行速度 4. ニュートラル

2. 高速 5. 後退

3. 低速

93-781893-781893-7818

1. 警告：ブレードボルト/ナットは115 - 149 Nm （11.8 - 15.2 kg.m）
にトルク締めする；トルク締めの方法についてはオペレー
ターズマニュアルを読むこと。

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと：
爆発性ガスにつき失明等
の危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有：普通ゴミとして投
棄禁止。

メメメーーーカカカーーー純純純正正正マママーーーククク

1. 芝刈機メーカーが正規に使用しているブレードであることを
示す。

106–2655106–2655106–2655

1. 警告：作動中のベルトに近づかないこと；整備作業前にはエン
ジンを停止させ、キーを抜き取り、マニュアルを読むこと。
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106-5517106-5517106-5517

1. 警告： 表面が熱い；触れないこと。

107-3069107-3069107-3069

1. 警告：ROPSが折りたたまれている時に転倒すると危険。

2. 転倒による事故を防止するためにROPSは常時立てた状態で
刈り込み作業を行い、必ずシートとベルトを着用する。ROPS
は、みだりに折りたたまないこと；ROPSを下げて運転してい
るときは必ずシートベルトを外すこと。

3. オペレーターズマニュアルを読むこと；運転はゆっくり慎重に。

107-3969107-3969107-3969

1. 警告：オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 身体を押しつぶされる危険：機体の下で作業する時は必ず駐
車ブレーキを掛け、エンジンを停止させてキーを抜き取る。

112-3858112-3858112-3858

1. 参照：オペレーターズマニュ
アル。

3. 刈高を調整するときは始動
キーを抜いておくこと。

2. 整備作業前にマニュアル
を読むこと。

4. 刈高設定.

112-9028112-9028112-9028

1. 警告：可動部に近づかないこと； 全部のガード類を正しく取り
付けて運転すること。

114-4466114-4466114-4466

1. メイン, 25A 3. チャージ, 25A

2. PTO, 10A 4. 補助, 15A

116-5988116-5988116-5988

1. 駐車ブレーキ： 入 2. 駐車ブレーキ： 切
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117-0346117-0346117-0346

1. 燃料漏れの危険： Operator's Manualを読むこと；ROPSを外
さないこと；ROPSに溶接、穴あけなどの加工を一切行わな
いこと。

117–1158117–1158117–1158

1. 通常使用時のバイパスレ
バーの位置

2. 故障牽引時のバイパスレ
バーの位置

117-3848117-3848117-3848

1. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

2. 異物が飛び出す危険：必ずデフレクタ、排出部カバーまたは
集草装置を取り付けて運転すること。

3. 手足や指の切断の危険： 可動部に近づかないこと；すべての
ガード類を正しく取り付けて使用すること。

117–3864117–3864117–3864

1. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

2. 補給口の首の高さまで補
給；警告：入れすぎないよう
に注意

117-3888117-3888117-3888

1. スリップや転倒の危険：段差の近く、斜度15度を超える法面
で使用しないこと；段差や急斜面（15度超）から十分に離れ
て運転すること；高速移動中は急旋回禁止；旋回時は速度
を落すこと。

2. 警告：トラックなどへの積み込み時に歩み板を2枚使用しない
こと；幅の広い1枚の板を使用すること；歩み板の傾斜角度
は10度以内で使用すること。
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117-8639117-8639117-8639

1. ベルトの掛け方 2. プーリにグリスを注入；整備
間隔は50運転時間

119-2501119-2501119-2501

1. チョーク 3. 低速

2. 高速 4. PTO

121–4777121–4777121–4777

1. 刈高調整 2. デッキ位置のロック・ロック
解除方法についてはオペ
レーターズマニュアル を読
むこと。

114–4468114–4468114–4468

1. 警告：オペレーターズマニュアルを読むこと。 5. 法面で走行不能/制御不能になる危険：法面で走行できなく
なった場合には、ブレード制御スイッチ（PTO）を切り、ゆっくり
と斜面を降りる。

2. 警告：講習を受けてから運転すること。 6. 周囲の人間に打撲や手足の負傷の危険： 人を乗せないこと；
乗車中は前方および地表面に注意すること；後退する場合には
後方の安全に十分注意すること。

3. 警告：整備作業前には、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せ、キーを抜き取り、マニュアルを読むこと。

7. 手足や指の切断の危険： 可動部に近づかないこと；すべての
ガード類を正しく取り付けて使用すること。

4. 飛来物による危険： 作業前にエンジンを止めて現場に落ちてい
る危険なものを除去すること；周囲の人を十分に遠ざけること；
必ずデフレクタを取り付けて運転すること。
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製製製品品品ののの概概概要要要

G014939

図図図 444

1. 刈高・デッキ上昇ペダル 6. ROPS バー

2. 移動走行ロック 7. シートベルト

3. 駐車ブレーキレバー 8. 燃料キャップ

4. 制御装置類 9. 刈り込みデッキ

5. 走行コントロール･レバー 10. キャスタホイール

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動させて運転する前に、運
転装置の名称や場所、操作方法に十分慣れてく
ださい（図 4と図 5）。

G017418
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図図図 555

1. PTO スイッチ 4. アワーメータ

2. チョーク 5. 始動スイッチ

3. スロットルコントロール 6. ヒューズ

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

エンジンの積算運転時間を表示します。エンジ
ンが作動中に作動します。表示時間を目安にし
て定期整備の計画を立ててください（図 5）。

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル

スロットルコントロールは FastFastFast と SlowSlowSlowの間
で調整することができます。

チチチョョョーーーククク

冷えているエンジンを始動する時に使用しま
す。ノブを引くとチョークが掛かります。

ブブブレレレーーードドドコココンンントトトロロローーールルル・・・スススイイイッッッチチチ（（（PTOPTOPTO）））

ブレード制御スイッチ（PTOスイッチ）は、電
気クラッチを作動させて刈り込みブレードを作
動させるスイッチです。スイッチを上に引くと
クラッチが入ります。ブレードの回転を止める
にはスイッチを押し込みます；動作コントロー
ルレバーをニュートラル位置にした場合もブ
レートが停止します。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

エンジンの始動と停止を行うスイッチで、3つの
位置があります： Start,Start,Start, RunRunRun および OffOffOffです。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルル･･･レレレバババーーー

動作コントロールレバーは、マシンの前進、後
退、左右への旋回を制御します。

ニニニュュューーートトトラララルルルロロロッッッククク位位位置置置

ニュートラルロック位置は、安全インタロック
が作動する位置であり、マシンのニュートラ
ル位置です。

燃燃燃料料料バババルルルブブブ

移送や保管する場合は、燃料バルブ（運転席の
下にあります）を閉じておいてください。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややアアアクククセセセサササリリリ

メーカーが認定する Toro 様々なアタッチメン
トやアクセサリでお仕事の幅をさらに広げてく
ださい。アタッチメントやアクセサリについて
の情報は、 正規ディーラー またはディストリ
ビュータへ。インターネット www.Toro.com も
ご利用ください。
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仕仕仕様様様
注注注 仕様や設計は予告なく変更されることがあ
ります。

幅幅幅：：：

484848イイインンンチチチ（（（122122122 cmcmcm）））刈刈刈りりり込込込みみみ
デデデッッッキキキ

デッキを含まない 115.1 cm

デフレクタを上位置にセット 130.8 cm

デフレクタを下位置にセット 160.3 cm

長長長さささ：：：

484848イイインンンチチチ（（（122122122 cmcmcm）））刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッ
キキキ

ROPSを上位置にセット 199.6 cm

ROPSを下位置にセット 204.2 cm

高高高さささ：：：

ROPSROPSROPSををを上上上位位位置置置にににセセセッッットトト ROPSROPSROPSををを下下下位位位置置置にににセセセッッットトト

178.3 cm 118.1 cm

重重重量量量：：：

モデル 重量

74141TE 458 kg

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
• 機械の性能を最も良く発揮させるために、

オクタン価87以上の、きれいで新しい無鉛
ガソリンを使ってください（オクタン価評
価法は(R+M)/2 を採用）。

• エタノール添加ガソリン（10% まで）、
MTBE 添加ガソリン（15% まで）を使用す
ることが可能です。

• 但し、エタノール含有率が体積で10%を超
える（E15 E85 ガソリンなど）物は使使使用用用ししし
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。これらの燃料を使用した
場合には性能が十分に発揮されず、エンジ
ンに損傷が発生する恐れがあり、仮にその
ようなトラブルが発生しても製品保証の対
象とはなりません。

• メタノールを含有するガソリンは使使使用用用ででで
きききままませせせんんん。

• 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬冬冬越越越
しししさささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 冬越しさせる場
合には必ずスタビライザ（品質安定剤）を
添加してください。

• ガソリンにオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。
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危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや
火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの平平平らららななな場場場所所所ででで、、、エエエンンン
ジジジンンンががが冷冷冷えええたたた状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリ
ンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

••• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななな
いいい。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料タタタンンン
クククののの首首首ののの根根根元元元まままででで燃燃燃料料料ををを入入入れれれるるる。。。こここれれれははは、、、
温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ががが膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふ
れれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。
燃燃燃料料料ののの入入入れれれすすすぎぎぎははは、、、燃燃燃料料料漏漏漏れれれやややエエエンンンジジジンンントトト
ラララブブブルルルややや排排排気気気浄浄浄化化化装装装置置置（（（がががつつついいいててていいいるるる場場場合合合
にににははは）））のののトトトラララブブブルルルにににつつつななながががるるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすす
るるる。。。303030日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

••• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。

危危危険険険

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンン
ににに引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたた
りりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに
直直直接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

警警警告告告

ガガガソソソリリリンンンののの誤誤誤飲飲飲ははは非非非常常常ににに危危危険険険ででで、、、生生生命命命ににに関関関わわわ
るるる。。。まままたたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体
ににに重重重篤篤篤ななな症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

••• ノノノズズズルルルややや容容容器器器ののの口口口ににに顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 目目目ややや皮皮皮膚膚膚にににガガガソソソリリリンンンががが付付付かかかななないいいよよようううにににすすす
るるるこここととと。。。

スススタタタビビビララライイイザザザーーー///コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー

添加剤としてスタビライザー/コンディショ
ナーを使用してください。この添加剤には以
下のような働きがあります。

• 保管中のガソリンの劣化を防止する。ただ
し90日間。以上の保管を行う場合はガソリ
ンタンクを空にしておくほうが望ましい。

• 運転中のエンジンのクリーニングを行う。

• ゴム状やニス状の物質の発生を抑え、エン
ジンの始動をスムーズにする。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルルををを含含含んんんだだだ添添添加加加剤剤剤
ははは絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

適量のスタビライザー/コンディショナーをガ
ソリンに添加してください。

注注注 燃料スタビライザー/コンディショナーは
ガソリンが新しいうちに添加するのが一番効
果的です。燃料系にワニス状の付着物が発生
するのを防ぐため、燃料スタビライザーは必
ず使用してください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

注注注 燃料タンク一杯に入れないこと。燃料タン
クの首の根元まで燃料を入れる。これは、温度
が上昇して燃料は膨張したときにあふれないよ
うに空間を確保するためである。

1. 平らな場所に停車してください。

2. エンジンを止め、駐車ブレーキを掛ける。

3. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに
拭く。

4. 燃料タンクの首の根元まで燃料を入れる。
温度が上昇して燃料は膨張したときにあふ
れないように、必ず上部に空間を確保する
こと（図 6）。
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図図図 666

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、必ずエンジンオイ
ルの量を点検してください。手順は「エンジン
オイルを点検する」を参照してください。

慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
新しいエンジンが本来の出力を発揮できるよう
になるまでには多少の時間が掛かります。刈り
込みデッキや駆動系統も、機械が新しいうちは
摩擦抵抗などが大きいため、エンジンにはやや
大きな負担がかかります。これを考慮して、新
しい機械については、使用開始後40～50 時間
を慣らし運転期間としてください。

ROPSROPSROPS（（（横横横転転転保保保護護護バババーーー）））にににつつついいいててて

警警警告告告

転転転倒倒倒ににによよよるるる事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめにににROPSROPSROPSははは常常常時時時
立立立てててたたた状状状態態態ででで刈刈刈りりり込込込みみみ作作作業業業ををを行行行いいい、、、必必必ずずずシシシーーー
トトトとととベベベルルルトトトををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

運運運転転転席席席ががが機機機体体体ににに固固固定定定ささされれれててていいいるるるここことととををを運運運転転転前前前
ににに確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告

ROPSROPSROPS ををを下下下げげげるるるととと横横横転転転ににに対対対すすするるる保保保護護護効効効果果果はははなななくくく
なななるるる。。。

••• どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPSROPSROPS ををを下下下げげげ
ななないいいこここととと。。。

••• ROPSROPSROPS ををを下下下げげげててて乗乗乗車車車しししててていいいるるるととときききにににはははシシシーーートトト
ベベベルルルトトトををを着着着用用用しししななないいいこここととと。。。

••• 運運運転転転はははゆゆゆっっっくくくりりり慎慎慎重重重にににおおおこここなななうううこここととと。。。

••• 頭頭頭上上上ののの障障障害害害物物物がががなななくくくなななっっったたたららら直直直ちちちににに ROPSROPSROPS
ををを立立立てててるるるこここととと。。。

••• 頭頭頭上上上ののの安安安全全全（（（木木木ののの枝枝枝、、、門門門、、、電電電線線線なななどどど）））ににに注注注
意意意ししし、、、こここれれれらららににに機機機械械械ややや頭頭頭をををぶぶぶつつつけけけななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

重重重要要要 どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPSROPSROPS ををを
下下下げげげななないいいこここととと。。。

重重重要要要 運運運転転転席席席ががが機機機体体体ににに固固固定定定ささされれれててていいいるるるここことととををを運運運
転転転前前前ににに確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. ROPSを倒す場合には、ROPS上部を前方に向
かって押す。

2. 左右のノブを両方とも引き出し、90°回転
させると外れる（図 7）。

3. その後、バーを降ろす（図 7）。
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図図図 777

1. ROPS のノブ 3. ROPSを立てた状態

2. ROPS ノブを引き出して 90
度回転させる。

4. ROPSを倒した状態

4. ROPSを立てる際には、まずROPSを立て、次
にノブを回して溝に半分掛かった状態にす
る（図 7）。

5. 次にROPSを完全に立てて上部バーを押えな
がら穴を整列させると、ピンがひとりでに
中にはまる（図 7）。その後ROPSを前後に
押して左右のピンが確実にはまっているこ
とを確認する。

重重重要要要 ROPSROPSROPSははは完完完全全全ににに立立立てててたたた状状状態態態にににセセセッッットトトししし、、、
必必必ずずずシシシーーートトトベベベルルルトトトととと共共共にににおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

安安安全全全第第第一一一
安全についての章に記載されている注意事項
をすべてよく読んでください。オペレータや
周囲の人を事故から守る重要な情報が掲載さ
れています。

危危危険険険

ぬぬぬれれれたたた芝芝芝ののの上上上ややや急急急ななな斜斜斜面面面でででははは、、、スススリリリッッップププなななどどどににに
よよよっっっててて機機機体体体ををを制制制御御御ででできききなななくくくなななるるる危危危険険険ががが大大大きききいいい。。。

車車車輪輪輪ががが溝溝溝なななどどどににに落落落ちちちててて機機機体体体ががが転転転倒倒倒すすするるるととと、、、最最最
悪悪悪ののの場場場合合合、、、死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな事事事故故故とととなななるるる
危危危険険険がががあああるるる。。。

ROPSROPSROPS ををを下下下げげげたたた状状状態態態でででははは、、、ROPSROPSROPS ににによよよるるる安安安全全全保保保護護護
ははは機機機能能能しししななないいい。。。

ROPSROPSROPSははは完完完全全全ににに立立立てててたたた状状状態態態にににセセセッッットトトししし、、、必必必ずずずシシシーーー
トトトベベベルルルトトトととと共共共にににおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

ROPSROPSROPS ににに関関関すすするるる説説説明明明ややや警警警告告告をををよよよくくく読読読んんんででで注注注意意意事事事
項項項ををを守守守るるるこここととと。。。

危危危険険険ををを避避避けけけ、、、転転転倒倒倒事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに：：：

••• 段段段差差差ややや溝溝溝、、、池池池ややや川川川ののの近近近くくくなななどどどでででははは作作作業業業ししし
ななないいい。。。

••• 傾傾傾斜斜斜ががが151515度度度ををを超超超えええるるる斜斜斜面面面でででははは本本本機機機ををを使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

••• 斜斜斜面面面でででははは速速速度度度ををを落落落とととししし、、、よよよりりり慎慎慎重重重ななな運運運転転転ををを
心心心がががけけけるるる。。。

••• 急急急旋旋旋回回回しししたたたりりり不不不意意意ににに速速速度度度ををを変変変えええたたたりりりしししななな
いいい。。。

図図図 888

1. 安全ゾーン：Zマスターは傾
斜角度が15度未満の平坦
な場所で使用してください。

3. 池

2. 危険ゾーン：傾斜が15度を
超えるような法面や水際な
どでは歩行型モアまたは
ハンドトリマーをご使用くだ
さい。
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注注注意意意

こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位置置置
ででで 858585 dBAdBAdBA とととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけるるるととと聴聴聴
覚覚覚ににに障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

目、耳、足、頭などの保護具を使用されること
をお勧めします。

G009027

1 2

図図図 999

1. 保護めがねを着用すること 2. 聴覚保護具を着用すること

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの操操操作作作
停止中や、誰も乗車していない時は、必ず駐車
ブレーキを掛けてください。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの掛掛掛けけけ方方方

警警警告告告

法法法面面面でででははは駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキががが機機機体体体ををを完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせ
ららられれれななないいい場場場合合合がががああありりり、、、もももししし機機機体体体ががが動動動ききき出出出すすすととと人人人
身身身事事事故故故ややや物物物損損損事事事故故故ににになななるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

法法法面面面ににに駐駐駐車車車すすするるる場場場合合合にににははは必必必ずずず車車車輪輪輪ににに輪輪輪止止止めめめををを
掛掛掛けけけてててくくくだだださささいいい。。。

G017426

1 2

図図図 101010

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの外外外ししし方方方

G017427

1 2

図図図 111111

ブブブレレレーーードドド制制制御御御スススイイイッッッチチチ（（（PTOPTOPTO）））ののの
使使使いいい方方方
ブレード制御スイッチ（PTO）は、刈り込み
デッキのブレードを回転・停止させるスイッチ
です。

ブブブレレレーーードドド制制制御御御スススイイイッッッチチチ（（（PTOPTOPTO）））ををを入入入れれれるるる

注注注 スロットルレバーを出力 1/2 以下にセット
してをブレード制御スイッチ（PTO）を操作
すると駆動ベルトに著しい磨耗が発生します
からご注意ください。

G008945

図図図 121212

ブブブレレレーーードドド制制制御御御スススイイイッッッチチチ（（（PTOPTOPTO）））ををを切切切るるる

G009174

図図図 131313

スススロロロッッットトトルルルののの操操操作作作
スロットルコントロールは FastFastFast と SlowSlowSlowの間
で調整することができます（図 14）。
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ブレードコントロール・スイッチ（PTO）を使
うときは、必ずスロットルは Fast 位置で使
用してください。

G008946

図図図 141414

チチチョョョーーークククののの操操操作作作
冷えているエンジンを始動する時に使用しま
す。

1. エンジンが冷えている時はチョークを使
用します。

2. チョークのつまみき引き出すとチョークが
セットされる。その後にエンジンを始動す
る(図 15)。

3. エンジンが始動したらチョークのつまみを
押し込んでチョークを解除する（図 15）。

G008959

1

2

図図図 151515

1. On 2. OFF

始始始動動動スススイイイッッッチチチののの操操操作作作
1. 始動キーを Start 位置に回す（図 16）。エ

ンジンが始動したら、キーから手を離す。

重重重要要要 スススタタターーータタタははは 111 度度度ににに 555 秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。もももししし101010秒秒秒間間間以以以内内内ににに
エエエンンンジジジンンンががが始始始動動動しししなななかかかっっったたた場場場合合合ははは、、、151515秒秒秒間間間
待待待っっっててて、、、そそそれれれかかからららもももううう一一一度度度始始始動動動ををを試試試みみみてててくくく
だだださささいいい。。。こここののの手手手順順順ををを守守守らららななないいいとととスススタタターーータタタ･･･
モモモーーータタタををを焼焼焼損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注 燃料系統から燃料を一度完全に抜いた後
には、一度の始動操作でエンジンが始動で
きない場合があります。

START

RUN

STOP

G008947

図図図 161616

2. エンジンを停止させるには、キーを Stop
位置に回す。

燃燃燃料料料バババルルルブブブののの使使使いいい方方方
燃料バルブは運転席の下にあります。

移送、整備、保管などの場合は、燃料バルブを
閉じてください。

エンジンを始動するときには、忘れずに燃料バ
ルブを開いてください。
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G017428

G008948

1

2

図図図 171717

1. On 2. OFF

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順

1. ROPS を立ててロックし、運転席に座って
シートベルトを締める。

2. 動作コントロールレバーをニュートラル位
置にする。

3. 駐車ブレーキが掛かっているのを確認す
る；「駐車ブレーキの掛け方」を参照。

4. ブレード制御スイッチ（PTO）がOFF位置に
なっていることを確認する（図 18）。

5. スロットルレバーを Fast と Slow の中間
位置にセットする。

g017429

図図図 181818

6. 始動キーを Start 位置に回す（図 16）。エ
ンジンが始動したら、キーから手を離す。

重重重要要要 スススタタターーータタタははは 111 度度度ににに 555 秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。もももししし101010秒秒秒間間間以以以内内内ににに
エエエンンンジジジンンンががが始始始動動動しししなななかかかっっったたた場場場合合合ははは、、、151515秒秒秒間間間
待待待っっっててて、、、そそそれれれかかからららもももううう一一一度度度始始始動動動ををを試試試みみみてててくくく
だだださささいいい。。。こここののの手手手順順順ををを守守守らららななないいいとととスススタタターーータタタ･･･
モモモーーータタタををを焼焼焼損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注 燃料系統から燃料を一度完全に抜いた後
には、一度の始動操作でエンジンが始動で
きない場合があります。

START

RUN

STOP

G008947

図図図 191919

1. OFF 3. 始動

2. Run
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エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順

注注注意意意

置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで
運運運転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっててて
ももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。

始動スイッチを OFF にする前に、低スロット
ルでエンジンのアイドル運転を 60 秒間おこ
なう。

g017430

図図図 202020

重重重要要要 移移移送送送ややや保保保管管管をををすすするるる場場場合合合ははは、、、燃燃燃料料料もももれれれををを確確確
実実実ににに防防防止止止すすするるるたたためめめににに必必必ずずず燃燃燃料料料バババルルルブブブををを閉閉閉じじじるるるよよよ
うううにににしししててててててくくくだだださささいいい。。。移移移送送送時時時にににははは駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ
ををを掛掛掛けけけてててくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料ポポポンンンプププががが通通通電電電状状状態態態ににに
なななっっっててていいいるるるとととバババッッッテテテリリリーーーががが消消消耗耗耗しししままますすすかかかららら、、、
キキキーーーををを必必必ずずず抜抜抜ききき取取取っっっててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

イイインンンタタタロロロッッッククク･･･シシシススステテテムムム

注注注意意意

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､こここれれれ
ををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを
点点点検検検ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修
理理理すすするるる。。。

イイインンンタタタロロロッッッククク･･･シシシススステテテムムムのののしししくくくみみみ

安全のために、以下の条件がそろわないとエン
ジンを始動できないようになっています。

• 駐車ブレーキが掛かっていることを確認
する。

• ブレード制御スイッチ（PTO）が解除され
ている。

• 走行コントロールレバーがニュートラル
ロック位置にある。

駐車ブレーキを解除しないで走行コントロー
ルレバーを操作した場合やPTOを動作させた
ままで運転席から立ち上がった場合にも安全
インタロックシステムが働いてエンジンを停
止させます。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののテテテススストトト

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

機械を使用する前には、必ずインタロック･シ
ステムのテストをしてください。安全装置が正
しく動作しない場合には直ちに修理が必要で
す。弊社代理店に連絡してください。

1. 着席し、駐車ブレーキを掛け、ブレード
制御スイッチ（PTO）をON位置にする。エ
ンジンを始動させてみる；クランキングし
なければ正常。

2. 着席し、駐車ブレーキを掛け、ブレード
制御スイッチ（PTO）をOFF位置にする。
走行コントロール･レバーの1本を動かす
（ニュートラル固定位置以外の位置へ）。
エンジンを始動させてみる；クランキング
しなければ正常。もう1本のレバーでも同
じ手順で点検する。

3. 着席し、駐車ブレーキを掛け、ブレード制
御スイッチ（PTO）をOFF位置にセットし、
走行コントロールレバーをニュートラル
ロック位置にする。エンジンが始動できれ
ば正常。エンジンが作動している状態で駐
車ブレーキを解除し、ブレード制御スイッ
チ（PTO）を「入」にセットし、運転席か
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らすこし立ち上がる；エンジンが停止すれ
ば正常。

4. 着席し、駐車ブレーキを掛け、ブレード制
御スイッチ（PTO）をOFF位置にセットし、
走行コントロールレバーをニュートラル
ロック位置にする。エンジンが始動できれ
ば正常。エンジンが作動している状態で、
左右どちらかの走行コントロールを中央か
ら（前進または後退方向に）動かす；エン
ジンが停止すれば正常。もう一方の走行コ
ントロールについても同じテストを行う。

5. 着席し、駐車ブレーキを解除し、ブレー
ド制御スイッチ（PTO）をOFF位置にセット
し、走行コントロールレバーをニュートラ
ルロック位置にする。エンジンを始動させ
てみる；クランキングしなければ正常。

前前前進進進ととと後後後退退退
エンジンの速度（1分間の回転数）はスロット
ルコントロールによって制御されています。ス
ロットル･コントロールを高速位置にするとベ
ストのパフォーマンスが得られます。芝刈り作
業を行う時は、必ずスロットルを Fast 位置に
セットしてください。

注注注意意意

こここののの機機機械械械ははは高高高速速速急急急旋旋旋回回回ががが可可可能能能ででであああるるる。。。確確確実実実ににに
コココンンントトトロロローーールルルしししななないいいととと人人人身身身事事事故故故ややや機機機械械械ををを破破破損損損
すすするるるなななどどどののの事事事故故故ををを起起起こここすすす。。。

••• 旋旋旋回回回動動動作作作ははは十十十分分分ににに注注注意意意しししててて行行行うううこここととと。。。

••• 小小小さささななな旋旋旋回回回ををを行行行ううう前前前にににははは速速速度度度ををを十十十分分分ににに落落落
とととすすすこここととと。。。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーののの使使使用用用方方方法法法

図図図 212121

1. 走行コントロールレバーの
ニュートラルロック位置

4. 後退

2. センター、ロック解除位置 5. 機体正面

3. 前進

前前前進進進走走走行行行

注注注 駐車ブレーキを掛けたままで走行コント
ロール･レバーを操作すると、エンジンが停
止します。

停止するには両方のレバーをニュートラル位
置にします。

1. 駐車ブレーキを解除する；「運転操作」の
「駐車ブレーキの外し方」を参照。

2. レバーを中央位置（ロック解除位置）に
する。

3. 前進するには、左右の走行コントロールレ
バーをゆっくりと前へ押し出す（図 22）。
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G008952

図図図 222222

後後後退退退走走走行行行

1. レバーを中央位置（ロック解除位置）に
する。

2. 後退するには、左右の走行コントロールレ
バーをゆっくりと後ろへ引く（図 23）。

G008953

図図図 232323

停停停止止止
走行を停止するには、左右の走行コントロー
ルレバーをニュートラルロック位置にし、PTO
（ブレード制御スイッチ）を切り、始動キーを
OFF位置に回します。

運転席を離れるときには駐車ブレーキを掛けて
ください；「運転操作」の「駐車ブレーキの
掛け方」を参照。また、忘れずに始動キーを
抜き取ってください。

注注注意意意

置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで
運運運転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっててて
ももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。

刈刈刈りりり高高高ののの調調調整整整

移移移動動動走走走行行行ロロロッッックククののの使使使用用用方方方法法法

移動走行ロックには2つの位置があり、デッキ
昇降ペダルで操作を行います。移動走行用の
ロック位置と、ロック解除位置とがあります。
ロック位置へのセットは、デッキ昇降ペダルで
行います。図 24を参照してください。
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図図図 242424

移動走行ロック位置

1. 移動走行ロック 3. ロック解除位置：デッキは
移動走行位置にロックされ
ていない

2. ロック位置：デッキは移動
走行位置にロックされる

刈刈刈りりり高高高調調調整整整ピピピンンンののの調調調整整整

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののサササ
イイイズズズ

刈刈刈高高高調調調整整整範範範囲囲囲 調調調整整整間間間隔隔隔

48インチ（122 cm） 38-127 mm 6 mm

刈高の変更はクレビスピンの位置を変えるこ
とによって行います。

1. 移動走行ロックをロック位置にセットする。

2. デッキ昇降ペダルを踏み込んでデッキを
移動走行位置まで上昇させる（これは刈高
140 mm の位置と同じ）（図 25）。

3. 刈高ピンを 90 度回転させて刈高ブラケッ
トから抜き取る（図 25）。

4. 刈高ブラケットについている穴から、希望
する刈高に対応する穴を見つけ、その穴に
ピンを通す（図 25）。

5. デッキ昇降ペダルを踏み込み、移動走行
ロックレバーを引いてデッキを静かに降下
させる。

g017419
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図図図 252525

1. デッキ昇降ペダル 3. 移動走行ロック

2. 刈高ピン

芝芝芝削削削りりり防防防止止止ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる
刈高を変更した場合には芝削り防止ローラの高
さの調整を行うことをお奨めします。

1. ブレード PTO スイッチを切り、走行コント
ロール･レバーをニュートラル固定位置に
セットし、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。
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図図図 262626

1. 芝削り防止ローラ 4. フランジナット

2. スペーサ 5. ボルト

3. ブッシュ

g017629

図図図 272727

1. 芝削り防止ローラ 3. フランジナット

2. ブッシュ 4. ボルト

座座座席席席ををを調調調整整整すすするるる
運転席は前後にスライド調整することができま
す。体格に合わせて運転しやすい位置を選んで
セットしてください。

レバーを左に動かすと座席のロックが解除され
ます（図 28）。

G008962

図図図 282828

走走走行行行ホホホイイイーーールルル解解解除除除バババルルルブブブののの使使使用用用
方方方法法法

警警警告告告

エエエンンンジジジンンンデデデッッッキキキ下下下ののの回回回転転転部部部ににに巻巻巻ききき込込込まままれれれるるるととと、、、
手手手なななどどどををを切切切断断断すすするるる大大大けけけがががををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

走走走行行行ホホホイイイーーールルル解解解除除除バババルルルブブブののの操操操作作作ををを行行行うううととときききははは、、、
必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取りりり、、、
各各各部部部ががが完完完全全全ににに停停停止止止しししたたたのののををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

警警警告告告

エエエンンンジジジンンンややや油油油圧圧圧関関関係係係機機機器器器ははは高高高温温温ににになななっっっててていいいるるる
可可可能能能性性性がががあああるるる。。。高高高温温温ににになななっっっててていいいるるる部部部分分分ににに触触触れれれ
るるるとととやややけけけどどどなななどどどののの重重重篤篤篤ななな人人人身身身事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれ
がががあああるるる。。。

走走走行行行ホホホイイイーーールルル解解解除除除バババルルルブブブののの操操操作作作ををを行行行うううととときききははは、、、
必必必ずずずエエエンンンジジジンンンややや油油油圧圧圧関関関係係係機機機器器器ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててて
いいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

走行ホイール解除バルブは運転席の下、エンジ
ンのルームの下部にあります。

1. PTO（ブレード制御スイッチ）を切り、始動
キーをOFF位置に回す。走行コントロールレ
バーをニュートラルロック位置にセットし、
駐車ブレーキを掛ける。キーを抜き取る。

2. 運転席の裏側の、左右のフレームの下にあ
るバイパスレバーを探し出す。

3. 図 29のようにバイパスレバーを後ろに引
いてロック位置にセットすると機体を牽引
できるようになる。上記の作業を機体の左
右それぞれについて行う。

4. 駐車ブレーキを解除して移動を開始する。
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図図図 292929

5. 牽引後にマシンを通常状態に戻すには、バ
イバスレバーを前位置に戻す（図 29）。

サササイイイドドドデデディィィスススチチチャャャーーージジジののの使使使いいい方方方
カッティングデッキ（モア）には、刈りカス
を横下方向へ向けるデフレクタが取り付けら
れています。

危危危険険険

デデデフフフレレレクククタタタややや、、、排排排出出出カカカバババーーー、、、まままたたたははは集集集草草草アアアセセセ
ンンンブブブリリリををを確確確実実実ににに取取取りりり付付付けけけずずずににに使使使用用用すすするるるととと、、、人人人
がががブブブレレレーーードドドににに触触触れれれたたたりりり、、、ブブブレレレーーードドドににに跳跳跳ねねね飛飛飛ばばば
ささされれれたたたももものののががが人人人ににに当当当たたたっっったたたりりりすすするるるなななどどどしししててて極極極
めめめててて危危危険険険ででであああるるる。。。回回回転転転中中中のののブブブレレレーーードドドににに触触触れれれたたた
りりり、、、跳跳跳ねねね飛飛飛ばばばささされれれたたた物物物ににに当当当たたたるるるととと、、、けけけがががをををすすす
るるるばばばかかかりりりでででなななくくく場場場合合合ににによよよっっってててははは死死死亡亡亡すすするるる。。。

••• デデデフフフレレレクククタタタははは排排排出出出方方方向向向ををを下下下向向向きききにににすすするるる重重重要要要
ななな部部部材材材ででであああるるるかかかららら、、、絶絶絶対対対ににに取取取りりり外外外しししたたたまままままま
ででで刈刈刈りりり込込込みみみををを行行行っっってててはははななならららななないいい。。。デデデフフフレレレ
クククタタタががが破破破損損損しししててていいいるるる場場場合合合にににははは直直直ちちちににに交交交換換換
すすするるるこここととと。。。

••• カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの下下下にににははは絶絶絶対対対ににに手手手足足足ををを
差差差ししし入入入れれれななないいいこここととと。。。

••• 排排排出出出部部部やややブブブレレレーーードドド部部部ににに手手手ををを入入入れれれるるる場場場合合合ににに
ははは、、、必必必ずずず、、、ブブブレレレーーードドド制制制御御御スススイイイッッッチチチ（（（PTOPTOPTO）））
ををを解解解除除除ししし、、、エエエンンンジジジンンンををを止止止めめめ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき
取取取っっっててておおおくくくこここととと。。。

••• デデデフフフレレレクククタタタははは、、、必必必ずずず下下下向向向きききににになななっっっててていいいるるるののの
ををを確確確認認認しししててておおおくくくこここととと。。。

機機機体体体をををトトトラララッッックククなななどどどににに載載載せせせるるるとととききき
トレーラやトラックへの積み込みは十分に注
意して行ってください。積み込みに使用する
歩み板は、タイヤ幅のものを2本使用するので
なく、わだちの幅よりも十分に広い1枚ものの
板を使用することをお奨めします（図 30）。
トラクタのフレームの後ろ下部分（左右の後
輪の間）を後方に延長すると、マシンが後ろ
にのけぞるのを防止することができます。幅
広の歩み板を使用すると、万一の時、このフ
レーム部分で機体の転落を防止することがで
きます。一枚ものの歩み板を使えない場合に
は、板を3枚使って、一枚ものと同じ機能を持
たせてください。

また、歩み板は、傾斜が15度以下となるような
十分に長いものを使ってください（図 30）。
傾斜がきついと、歩み板からトレーラやトラッ
クに乗り移る際に機体の一部が引っかかる恐れ
があります。また、後ろに転倒する危険性も
高くなります。I斜面で積み込みを行う場合に
は、トレーラやトラックが谷側になるように、
つまり、歩み板がなるべく水平に近くなるよ
うに配置してください。これにより歩み板の
角度を小さくすることができます。トレーラ
やトラックは、できるだけ荷床面が水平にな
るように駐車してください。

重重重要要要 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででははは旋旋旋回回回動動動作作作をををしししななないいいでででくくくだだだ
さささいいい；；；転転転落落落すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

歩み板を上る際には急加速を避け、歩み板を
バックで下る際には急な減速をさけてくださ
い。どちらの操作も後ろに転倒する危険が高
くなります。
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警警警告告告

トトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククへへへののの積積積みみみ込込込みみみ時時時にににははは後後後ろろろ
へへへののの転転転倒倒倒ややや転転転落落落ののの危危危険険険ががが高高高くくくなななりりり、、、そそそれれれだだだけけけ
死死死亡亡亡事事事故故故やややそそそののの他他他ののの人人人身身身事事事故故故ののの危危危険険険ももも高高高いいい。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででののの運運運転転転にににははは細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払
うううこここととと。。。

••• 積積積みみみ込込込みみみ作作作業業業中中中ははは必必必ずずずROPSROPSROPS立立立ててて、、、シシシーーートトトベベベ
ルルルトトトををを着着着用用用しししててて運運運転転転すすするるるこここととと。。。箱箱箱型型型のののトトト
レレレーーーラララににに積積積載載載すすするるる場場場合合合にににははは、、、ROPSROPSROPSががが天天天井井井ににに
引引引っっっかかかかかからららななないいいここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

••• 必必必ずずず一一一枚枚枚もももののの十十十分分分ににに幅幅幅のののあああるるる歩歩歩みみみ板板板ををを使使使用用用
すすするるる；；；細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使わわわななないいい。。。

••• 細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使わわわざざざるるるををを得得得ななないいい場場場合合合にににははは、、、
数数数枚枚枚ののの板板板ををを並並並べべべててて機機機体体体よよよりりりももも十十十分分分ににに広広広いいい斜斜斜
面面面ををを作作作るるるよよようううにににすすするるる。。。

••• 地地地表表表面面面かかからららトトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククににに歩歩歩みみみ板板板
ををを渡渡渡しししたたた時時時ののの角角角度度度ががが151515度度度ををを超超超えええななないいいよよよううう
にににすすするるる。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板ををを上上上るるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすするるる危危危険険険がががあああ
るるるのののででで急急急加加加速速速ををを避避避けけけるるる。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板をををバババッッックククででで降降降りりりるるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすす
るるる危危危険険険がががあああるるるのののででで急急急減減減速速速ををを避避避けけけるるる。。。

図図図 303030

1. トレーラ 3. 15度を超えないこと

2. 車幅の歩み板 4. 車幅の歩み板；横から見
た図

マママシシシンンンををを移移移送送送すすするるるとととききき
マシンの移送には十分に強度のあるトレーラや
トラックを使用してください。トレーラやト
ラックには、法令で定められたブレーキ、灯火

類やマークを必ず取り付けてください。安全に
関する注意事項はすべてよく読んでください。
あなたご自身やご家族、ペット、周囲の人を事
故から守るための情報です。

警警警告告告

公公公道道道上上上ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、適適適切切切ななな方方方向向向指指指示示示
器器器、、、反反反射射射器器器、、、表表表示示示、、、低低低速速速車車車表表表示示示なななどどどががが定定定めめめららられれれ
ててておおおりりり、、、こここれれれらららををを遵遵遵守守守しししななないいいととと危危危険険険ででであああるるる。。。

公公公道道道上上上なななどどどををを走走走行行行しししななないいいこここととと。。。

移送に際しての準備：

1. トレーラを使用する場合には、トレーラを
牽引車両に接続した後、安全チェーンを掛
けてください。

2. ブレーキを使用する場合には、ブレーキの
接続を行なってください。

3. トレーラまたはトラックにマシンを乗り
入れる。

4. エンジンを停止し、キーを抜き取り、駐車
ブレーキを掛け、燃料バルブを閉じる。

5. マシンにはロープ固定用のアイがついて
いるので、チェーンやロープなどを使って
トラックやトレーラに機体をしっかりと固
定する（図 31）

図図図 313131

1. トラクションユニット固定ループ

ヒヒヒンンントトト

スススロロロッッットトトルルルははは常常常ににに全全全開開開ででで

刈り込みおよび吹き飛ばしをベストの状態で行
うために、エンジンは常にスロットル全開に
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セットして使ってください。刈かすをきれいに
裁断するには十分な空気流が必要ですから、刈
高を低くしすぎたり、刈り込みデッキの周囲す
べてを高い草で囲まれるような刈り込みはお奨
めできません。常に刈り込みデッキの左右どち
らかの側から、デッキの内部に十分な空気を吸
い込めるようにしておきましょう。

初初初めめめてててののの刈刈刈りりり込込込みみみ

初めてで地表面の状態がよく分かりませんか
ら、希望する刈高よりも少し高い刈高にセット
し、芝を削り込んだりしないことを確認しま
しょう。安全が確認できたら、それまで使用
してきた刈高にセットして使うのがベストで
しょう。草丈が15cmを超えるような場所を刈
り込む時には、最初に高めに刈り込み、次に
刈高を下げて刈るというように二度刈りする
ときれいにできます。

刈刈刈りりり取取取りりりははは草草草丈丈丈ののの 1/31/31/3 以以以内内内ににに

草丈の 1/3 以上を刈り取らないようにするの
がベストです。 これ以上の刈り込みは、草が
まばらにしか生えていないような場所や、秋
の終わりで草の生長速度が非常に遅いときな
どだけにしましょう。

刈刈刈りりり込込込みみみののの方方方向向向

芝草が寝てしまわないように刈り込みの方向
を毎回変えて刈り込みましょう。また、刈り
かすの飛散方向も変わるので自然分解が促進
され、栄養的にも有利です。

適適適切切切ななな日日日数数数間間間隔隔隔ででで刈刈刈りりり込込込むむむ

通常は4日程度の間隔で刈り込みます。しか
し、草の生長速度は色々な条件によって左右さ
れ、一定ではありません。草丈があまり変わら
ないように刈り込み間隔を調整し、成長期には
間隔を短くするのがよい方法です。芝生の成長
速度が遅くなってきたら、刈り込み間隔を長く
するようにします。何かの事情で長期間刈り込
みを休んでしまった場合には、まず高めの刈高
で一度刈り込みを行い、2日ほど経ってから刈
高を低くしてもう一度刈り込みます。

刈刈刈りりり込込込みみみ速速速度度度

コンディションに合わせて遅めの走行速度で刈
る方がきれいに刈り上がります。

刈刈刈高高高ををを下下下げげげすすすぎぎぎななないいい

いままで使っていた芝刈り機よりも広い刈り幅
で刈る場合には、以前の刈り高より少し高目の
設定で刈って、以前と同じ刈高に仕上がるか、
凹凸面を削らないか、確認してください。

丈丈丈ののの高高高いいい草草草

芝生が伸びすぎてしまった時や、濡れている芝
を刈る時は、刈り高を高めに設定して刈りま
しょう。その後に通常の刈り高に下げてもう一
度刈るときれいに仕上がります。

停停停止止止すすするるるとととききき

刈り込み中に前進動作を停止しなければなら
なると、刈かすが芝生の上に山になって残っ
てしまいます。これを避けるには、ブレード
を回転させたままで、既に刈り込みの終わっ
ている場所まで移動します。

デデデッッッキキキののの裏裏裏側側側をををいいいつつつもももきききれれれいいいににに

芝刈り作業が終わったらホースと水道水で刈り
込みデッキの裏側を洗浄してください。ここに
刈りカスやごみが溜まると切れ味が落ち、仕上
がりが悪くなります。

ブブブレレレーーードドドののの保保保守守守

ブレードの刃先が鋭利であれば、芝草の切り口
もきれいです。シーズンを通してブレードの刃
先を鋭利にしておきましょう。切れ味の悪い刃
先は芝草を引きちぎるので、切り口が茶色に変
色し、芝草の成長を悪くし、また病気にもかか
りやすくなります。刈り込みブレードは磨耗や
破損が発生していないか毎回点検してくださ
い。必要に応じてやすりなどで当たり傷などを
修正し、刃先を鋭利に研いでください。ブレー
ドが破損したり磨耗が進んだ場合には、すぐに
トロの純正ブレードに交換してください。
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保保保守守守

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間 • エンジンオイルを交換する。

使用開始後最初の 50 時間 • 油圧オイルとフィルタの交換を行う。

使用するごとまたは毎日

• 安全確保システムの動作を確認する
• エンジンオイルの量を点検してください。
• シートベルトを点検する。
• ROPS（横転保護バー）のノブを点検する。
• エンジンのスクリーンを清掃する。
• 刈り込みブレードを点検する。
• 芝刈りデッキを洗浄する。

25運転時間ごと • 補助オイルタンクでオイルの量を点検する。

50運転時間ごと

• 刈り込みデッキのアイドラアーム
• スパークアレスタ（が装着されている場合）を点検する。
• タイヤ空気圧を点検する。
• ベルトに磨耗や破損が発生していないか点検する。

100運転時間ごと

• 刈り込みデッキの昇降ピボット
• エンジンオイルを交換する （ほこりの多い環境で使用するときは整備間隔を短くする）
• 点火プラグを点検し、清掃とすき間の調整を行なう。
• エンジンの冷却フィンとシュラウドの点検と清掃を行なう。

200運転時間ごと • エンジンオイルフィルタの交換を行う。

250運転時間ごと
• 一次エアフィルタを交換する。
• 二次エアフィルタを点検する。

400運転時間ごと • 油圧オイルとフィルタの交換を行う。

500運転時間ごと

• 二次エアフィルタを交換する。
• 燃料フィルタを交換する。 （ほこりの多い環境で使用するときは整備間隔を短くする）
• キャスタピボットのベアリングを調整する。
• 電気クラッチの点検を行う。

毎月 • バッテリーを点検する。

1年ごと
• 前キャスタピボット （ほこりの多い環境で使用するときは整備間隔を短くする）
• キャスタホイールのハブの潤滑 （ほこりの多い環境で使用するときは整備間隔を
短くする）

1年ごとまたは長期保管前
• 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をする。
• 格納保管前に、上記整備項目を全て実行する。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照のののこここととと。。。

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。
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潤潤潤滑滑滑

グググリリリスススアアアッッップププそそそののの他他他ののの潤潤潤滑滑滑作作作業業業
ほこりなどのひどい場所で使用する場合は、整
備間隔を短くしてください。

グググリリリスススのののタタタイイイプププ：：：No.2リチウム系汎用グリスま
たはモリブデン系のグリスを使用してくださ
い。

グググリリリスススアアアッッップププののの手手手順順順

1. ブレード PTO スイッチを切り、走行コント
ロール･レバーをニュートラル固定位置に
セットし、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. グリスニップルをウェスできれいに拭く。
ニップルにペンキが付着している場合には、
必ず落としておく。

4. ニップルにグリスガンを接続する。グリスが
ベアリングからはみ出てくるまで注入する。

5. はみ出したグリスはふき取る。

軽軽軽いいい機機機械械械油油油まままたたたはははスススプププレレレーーー潤潤潤滑滑滑剤剤剤ををを使使使用用用
すすするるる場場場所所所

整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

デッキの昇降ピボット

g017421

図図図 323232

グググリリリスススををを注注注入入入すすするるる場場場所所所
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと—刈り込みデッキの

アイドラアーム

1年ごと—前キャスタピボット
（ほこりの多い環境で使用する
ときは整備間隔を短くする）

1. ブレード制御スイッチ（PTO）の接続を解除
し、走行コントロールレバーをニュートラル
ロック位置に戻し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. 刈り込みデッキのアイドラプーリのピボッ
トにグリスを注入する；グリスが下から漏れ
てくるまで入れること（図 33）。

g017435

図図図 333333

4. ダストキャップを外し、キャスタピボット
を調整する。グリスアップが終了するまで、
ダストキャップは外しておく。「保守」の章
の「キャスタピボットベアリングの調整」
の項を参照。

5. 六角プラグを外す。穴にグリスニップルを
取り付ける。

6. ベアリング上部からグリスがはみ出てくる
までグリスを注入する。

7. 穴からグリスニップルを取り外す。六角プ
ラグとキャップを取り付ける（図 34）。
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g014942

図図図 343434

キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルのののハハハブブブののの潤潤潤滑滑滑
整整整備備備間間間隔隔隔::: 1年ごと—キャスタホイールのハブ

の潤滑 （ほこりの多い環境で
使用するときは整備間隔を短く
する）

1. エンジンを止め、各部が停止するのを待っ
てキーを抜き取る。駐車ブレーキを掛ける。

図図図 353535

1. シール･ガード 2. スペーサナットとレンチ対
応面

2. キャスタフォークからキャスタホイールを
外す。

3. ホイールのハブからシールガードを外す。

4. キャスタホイールのアクスル・アセンブリ
についているスペーサナットの1つを外す。
スペーサナットをアクスルに固着させるロッ
ク剤が塗られていたことを確認する。ホイー
ル・アセンブリからアクスルを取り外す（も
う一個のスペーサナットは、まだついたま
まで）。

5. シールを剥がし、ベアリングに磨耗や破損
がないか点検し、必要に応じて交換する。

6. ベアリングに汎用グリスを詰める。

7. ホイールに新しいベアリング1つと新しい
シール1つを取り付ける。

注注注 シールは必ず新しいものに交換してく
ださい。

8. アクスル・アセンブリのスペーサナットが
両方とも外れた（破損、ゆるみ）場合には、
一方のスペーサナットにロッキング剤を塗
り、レンチ対応面が外向きになるように取り
付ける。スペーサナットは、アクスルの一番
奥まで締め込まないこと。スペーサナットの
外側の面からアクスルの内側のナットの端部
まで3ｍｍ程度の山を残すようにすること。

9. 組み付けの終わったナットとアクスルをホ
イールに取り付け、新しいシールとベアリン
グが側面に見えるようにする。

10.ホイールの開口端が上を向いた状態で、ホ
イールの内側（アクスルとのすきま）に汎
用グリスを詰める。

11.ホイールに2つ目のベアリングと新しいシー
ルを取り付ける。

12.2つ目のスペーサナットにロッキング剤を
塗り、レンチ対応面が外向きになるように
取り付ける。

13.ナットを 75-80 in-lb (8-9 N-m)にトルク締
めし、一旦ゆるめて、今度は20-25 in-lb
(2-3 N-m)にトルク締めする。アクスルが
どちらのナットからもはみ出ないようにす
ること。

14. ホイールハブの上からシールガードを取り
付け、キャスタフォークにホイールを取り付
ける。キャスタボルトを元通りに取り付けて
ナットを十分に締め付ける。

重重重要要要 シシシーーールルルやややベベベアアアリリリンンングググののの破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたた
めめめににに、、、ベベベアアアリリリンンングググののの調調調整整整ははは頻頻頻繁繁繁ににに行行行っっってててくくくだだだ
さささいいい。。。キキキャャャスススタタタのののタタタイイイヤヤヤををを手手手ででで回回回しししてててみみみてててくくく
だだださささいいい。。。タタタイイイヤヤヤががが自自自由由由ににに回回回らららななないいいこここととと（（（111～～～222
回回回転転転ででで止止止まままるるるのののががが適適適正正正）））、、、まままたたた、、、横横横方方方向向向のののガガガ
タタタがががななないいいここことととががが必必必要要要ででですすす。。。もももしししホホホイイイーーールルルががが自自自
由由由ににに回回回転転転すすするるる場場場合合合にににははは、、、スススペペペーーーサササナナナッッットトトのののトトト
ルルルクククををを調調調整整整しししてててくくくだだださささいいい。。。ねねねじじじ山山山ロロロッッッククク用用用ののの
接接接着着着剤剤剤ををを塗塗塗布布布しししてててくくくだだださささいいい。。。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

警警警告告告

高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服なななどどどをををマママフフフラララなななどどどののの高高高温温温部部部ににに近近近
づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 250運転時間ごと—一次エアフィル

タを交換する。

250運転時間ごと—二次エアフィ
ルタを点検する。

500運転時間ごと—二次エアフィ
ルタを交換する。

注注注 ほこりのひどい場所で使用している場合は
より頻繁にエアクリーナの手入れを行ってく
ださい。

フフフィィィルルルタタタののの取取取りりり外外外ししし

1. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. エアクリーナのリテーナクランプを押し下
げて外し、エアクリーナのボディーからカ
バーを引き抜く（図 36）。

4. カバーの内部を圧縮空気できれいに清掃す
る。

5. １次フィルタをゆっくり引き抜くように
してエアクリーナのボディーから外す
（図 36）。ボディーの側面にフィルタをぶ
つけないように注意すること。

6. 二次フィルタは、交換するとき以外は外さ
ない。

重重重要要要 二二二次次次フフフィィィルルルタタタははは絶絶絶対対対ににに洗洗洗わわわななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。二二二次次次フフフィィィルルルタタタががが汚汚汚れれれててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、
一一一次次次フフフィィィルルルタタタががが破破破損損損しししててていいいままますすすかかかららら、、、両両両方方方
のののフフフィィィルルルタタタををを交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

7. フィルタの外側から照明を当てて1次フィル
タの内側を点検し、傷などがないか確認す
る。フィルタに穴があいているとその部分
が明るく見える。破損しているフィルタは
捨てる。

図図図 363636

1. エアクリーナのクランプ 3. 一次エアフィルタ

2. エアクリーナのカバー 4. 二次エアフィルタ

一一一次次次エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備

1. ペーパーフィルタは清掃しないで交換する
（図 36）。

2. 破れや油汚れ、ゴムシールの傷がないか点
検する。

3. スプリングが破損しているペーパーエレメ
ントは交換する。

二二二次次次エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備

二次フィルタは清掃しないで交換すること。

重重重要要要 二二二次次次フフフィィィルルルタタタははは絶絶絶対対対ににに洗洗洗わわわななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。二二二次次次フフフィィィルルルタタタががが汚汚汚れれれててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、一一一次次次
フフフィィィルルルタタタががが破破破損損損しししててていいいままますすすかかかららら、、、両両両方方方のののフフフィィィルルル
タタタををを交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

フフフィィィルルルタタタののの取取取りりり付付付けけけ

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、必必必ずずず両両両方方方のののエエエアアア
フフフィィィルルルタタタををを取取取りりり付付付けけけ、、、カカカバババーーーをををつつつけけけててて運運運転転転ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

1. 新しいフィルタの場合は出荷時に破損する
などの傷がついていないか点検する。破損し
ているフィルタを使用しないこと。

2. 二次フィルタを交換する場合には、十分に
注意しながら、フィルタのボディに挿入する
（図 36）。

3. 一次フィルタをゆっくり押し込むように
して二次フィルタの上から取り付ける
（図 36）。一次フィルタの外側リムをしっ
かり押さえて確実に装着してください。
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重重重要要要 フフフィィィルルルタタタののの真真真んんん中中中（（（柔柔柔らららかかかいいい部部部分分分）））ををを
持持持たたたななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

4. エアクリーナカバーを取りつける；ブリー
ザキャップが下向きになるように、リテーナ
クランプがカバーに適切にはまるように取
り付ける（図 36）。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて
オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ：：： 洗浄性オイル（API 規格 SF,
SG, SH, SJ またはSL）

クククララランンンクククケケケーーースススののの容容容量量量：：： フィルタを交換し
た場合は 2.1 リットル；フィルタを交換しな
かった場合には 1.8 リットル

粘粘粘度度度：：： 下の表を参照してください。

図図図 373737

注注注 マルチグレードオイル（5W-20，10W-30，
10W-40）を使用する場合は、オイルの消耗が
早くなります。オイル量を頻繁に点検してく
ださい｡

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

注注注 エンジンが冷えている状態で点検してくださ
い。

警警警告告告

高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服ををを回回回転転転部部部やややマママフフフラララなななどどどののの高高高温温温部部部
ににに近近近づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

重重重要要要 オオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくく
だだださささいいい。。。入入入れれれすすすぎぎぎははは、、、かかかえええっっってててエエエンンンジジジンンンををを傷傷傷
めめめままますすす。。。オオオイイイルルル不不不足足足ののの状状状態態態でででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転

しししななないいいでででくくくだだださささいいい；；；エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転位
置を離れる（図 38）。
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エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

100運転時間ごと （ほこりの多
い環境で使用するときは整備間
隔を短くする）

注注注 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適
切な方法で処分してください。

1. オイルが完全に抜けるように、機体の後部
側が前部側よりもやや低くなるように駐車
する。

2. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

4. エンジンオイルを交換する（図 39）。
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5. 所定量の 80% 程度のオイルをゆっくり入
れ、そこから、残りの量を注意深く足して
FULLFULLFULLマークまで入れる（図 40）。
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図図図 404040

6. エンジンを始動し、平らな場所へ移動する。
オイルの量をもう一度点検する。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと

注注注 ほこりのひどい場所で使用する場合は、エン
ジンオイルのフィルタをより頻繁に交換するこ
とが必要になります。

1. エンジンからオイルを抜く。「エンジンオ
イルの交換」を参照。

2. エンジンオイルフィルタを交換する
（図 41）。
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図図図 414141

注注注 オイルフィルタのガスケットがエンジン
に当たるのを確認し、そこからさらに 3/4
回転させると取り付け終了です。

3. クランクケースに正しい種類の新しいオイ
ルを入れる。「エンジンオイルの交換」を
参照。
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点点点火火火プププラララグググののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

取り付ける時には電極間のエアギャップを正し
く調整しておいてください。取り付け、取り外
しには必ず専用のレンチを使い、エアギャップ
の点検調整にはすきまゲージやギャップ調整工
具などを使ってください。必要に応じて新しい
点火プラグと交換してください。

点点点火火火プププラララグググのののタタタイイイプププ：：： NGK® BPR4ES または同
等品

エエエアアア･･･ギギギャャャッッップププ：：： 0.76mm

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり外外外ししし

1. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

2. PTO スイッチを切り、走行コントロールレ
バーをニュートラルロック位置にセットし、
駐車ブレーキを掛ける。

3. 点火プラグを外す（図 42）。

g015124

図図図 424242

点点点火火火プププラララグググののの点点点検検検

重重重要要要 点点点火火火プププラララグググははは清清清掃掃掃しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。黒黒黒いいい
汚汚汚れれれ、、、電電電極極極ののの磨磨磨耗耗耗、、、油油油膜膜膜、、、亀亀亀裂裂裂なななどどどがががあああれれればばば新新新
しししいいいももものののととと交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

絶縁体部がうす茶色や灰色なら適正、碍子が黒
くなっているのは不完全燃焼である（エアク
リーナの汚れが原因であることが多い）。

エアギャップを0.76mmに調整する。
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点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり付付付けけけ

プラグを16ft-lb（22N･m = 2.2kg.m）にトル
ク締めする。
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図図図 444444
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スススパパパーーークククアアアレレレスススタタタ（（（ががが装装装着着着ささされれれててて
いいいるるる場場場合合合）））ををを点点点検検検すすするるる。。。
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

警警警告告告

排排排気気気系系系統統統ががが高高高温温温ででであああるるる間間間はははエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささ
せせせたたた後後後でででもももガガガソソソリリリンンンののの蒸蒸蒸気気気ををを発発発火火火さささせせせるるる可可可能能能
性性性がががあああるるる。。。エエエンンンジジジンンンかかかららら排排排出出出ささされれれたたた高高高温温温のののチチチ
リリリががが周周周囲囲囲のののももものののををを引引引火火火さささせせせるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。
こここのののよよようううなななここことととががが起起起こここるるるととと火火火災災災ややや人人人身身身事事事故故故ににに
なななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

燃燃燃料料料ののの補補補給給給やややエエエンンンジジジンンンののの運運運転転転はははスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタををを取取取りりり付付付けけけててて行行行うううこここととと。。。

1. エンジンを止め、各部が停止するのを待ち、
キーを抜き取る。駐車ブレーキを掛ける。

2. マフラーが冷えるまで待つ。

3. スクリーンや溶接部に破損を発見した場合
にはアレスタを交換する。

4. スクリーンが目詰まりを起こしている場合
には、アレスタを取り外してスクリーンに
ついているススを払いおとし、ワイヤブラ
シでスクリーンを清掃（必要に応じて溶剤
を使用）する。排気口にアレスタを元通り
に取り付ける。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方） （ほこり
の多い環境で使用するときは整
備間隔を短くする）

燃料フィルタは、エンジンの前側または後ろ側
についています。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. マシンが冷えるのを待つ。

4. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

5. 運転席の下にある燃料バルブを閉じる
（図 45）。

G008963
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図図図 454545

1. 燃料フィルタ 3. 燃料ライン

2. ホースクランプ

6. 古いフィルタのクランプをゆるめて脇に寄
せる(図 45)。

7. ホースからフィルタを抜き取る。

8. 新しいフィルタをホースに取り付け、クラ
ンプで固定する（図 45）。

9. 燃料バルブを開く。

注注注 燃料ラインが可動部に接触して破損するこ
とのないように、燃料ラインのホースを、元と
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同じようにプラスチックタイで縛って固定し
てください。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの整整整備備備
燃料タンクから燃料を抜き取らないでくださ
い。燃料の抜き取りや燃料計等の整備は弊社
サービスティーラにお任せください。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 毎月

危危危険険険

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚ややや
目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。安安安
全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護すすするるるこここ
ととと。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外ししし

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部
分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。 そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに
注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるる
とととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママ
イイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

1. ブレード PTO スイッチを切り、走行コント
ロール･レバーをニュートラル固定位置に
セットし、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. まず、黒いケーブル（－）をバッテリーの
（－）端子から取り外す（図 46）。

4. 次にプラス端子についている赤い保護カバー
をずらして、赤いプラス（＋）ケーブルを露
出させる（図 46）。
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5. バッテリークランプを固定している蝶ナッ
トを外す（図 46）。

6. クランプを外す（図 46）。

7. バッテリーを取り出す。

g014731

+
-

+
-

+
-

1 2

3 4

図図図 464646

1. 蝶ナットとクランプを外す。 3. 次にプラスケーブルを外
す。

2. バッテリーケーブル（マイナ
ス）を先に外す。

4. バッテリーを取り外す。

バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. バッテリーをトレイの上に置く；端子が油
圧オイルタンクと反対側を向くように置く
（図 46）。

2. まず、プラスケーブル（赤いケーブル）を
バッテリーのプラス（＋）端子に取り付け
る。

3. 次に、マイナスケーブル（黒いケーブル）
をバッテリーのマイナス（-）端子に取り
付ける。

4. 両方のケーブルをボルトとロックナット2組
を使って固定する（図 46）。

5. プラス端子（赤色）に赤いゴムカバーを取
り付ける。

6. クランプを取り付け、蝶ナットで固定する
（図 46）。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる

警警警告告告

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火気気気ををを
近近近づづづけけけななないいい。。。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーーははは常常常時時時フフフルルル充充充電電電状状状態態態ににに維維維持持持ししし
てててくくくだだださささいいい（（（こここのののとととききき電電電解解解液液液ののの比比比重重重ははは1.2651.2651.265 ににに
なななりりりままますすす）））。。。特特特ににに気気気温温温ががが氷氷氷点点点下下下ににになななるるる地地地域域域ででで
使使使用用用すすするるる場場場合合合にににはははバババッッッテテテリリリーーーををを保保保護護護すすするるる上上上ででで
重重重要要要ででですすす。。。

1. 25-30アンペアで10-15分、または10 アンペ
アで30分、バッテリーを充電する。

2. 充電が終わったら、チャージャのプラグをコ
ンセントから抜いてから、チャージャのリー
ド線をバッテリー端子から外す（図 47）。

3. バッテリーをマシンに取り付け、バッテリー
ケーブルを接続する；「バッテリーを取り付
ける」を参照。

注注注 バッテリーを外したままで機械を運転
しないでください。電気系統を損傷する恐
れがあります。

図図図 474747

1. プラス端子 3. チャージャのリード線 赤
（＋）

2. マイナス端子 4. チャージャのリード線 黒
（－）

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
機械の電気回路を保護するためにヒューズを使
用していますが、ヒューズに関する整備は何も
必要ありません。但し、万一ヒューズが飛んだ
場合には、配線がショートしていないか点検し
てください。

1. ヒューズは運転席右側のコンソールの中に
ある（図 48）。

2. ヒューズは引き抜けば外れる。

3. 新しいヒューズを取り付ける（図 48）。
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G017436

図図図 484848

1. オプションアクセサリ：15 A 4. メイン：25 A

2. チャージ：25 A 5. コンソール

3. PTO：10 A

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

シシシーーートトトベベベルルルトトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

シートベルトが磨耗していないか、切れていな
いか、適切に引き込まれるか、バックルは問題
ないかを目視で点検する。破損していれば運
転前に交換する。

ROPSROPSROPS（（（横横横転転転保保保護護護バババーーー）））のののノノノブブブののの
点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

警警警告告告

転転転倒倒倒ににによよよるるる事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめにににROPSROPSROPSははは常常常時時時立立立
てててたたた状状状態態態ででで刈刈刈りりり込込込みみみ作作作業業業ををを行行行いいい、、、必必必ずずずシシシーーートトトととと
ベベベルルルトトトををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

運運運転転転席席席ががが機機機体体体ににに固固固定定定ささされれれててていいいるるるここことととををを運運運転転転前前前
ににに確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

取り付け用の金具およびノブの両方ともに問題
がないかどうか点検してください。立てた状態
のROPSにノブが完全に嵌っていることを確認し
てください。左右のノブが完全に嵌っていない
場合には、ROPSの上部を前または後ろに押して
ノブを所定位置に嵌めててください。
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図図図 494949

1. ROPS のノブ（ロック位置） 3. ROPSを立てた状態

2. ROPS ノブを引き出して 90
度回転させるとROPSを折り
たたむことができる。

4. ROPSを倒した状態

トトトラララッッッキキキンンングググををを調調調整整整すすするるる
1. ブレード制御スイッチ（PTO）を切る

2. 広い平らな場所に移動し、走行コントロー
ルレバーをニュートラルロック位置にセッ
トする。

3. スロットルを中間位置にセットする。

4. 左右両方の走行コントロールレバーを一番
前まで倒してT字スロットのストップに当
てる。

5. この状態でマシンが左右どちらにずれるか
を観察する。

6. 右にずれていく場合には、ボルトをゆるめ
て左側T字スロットの左ストップブレートを
後ろにずらす（図 50）。

7. 左にずれていく場合には、ボルトをゆるめ
て右側T字スロットの右ストップブレートを
後ろにずらす（図 50）。

8. ストッププレートを締め付ける（図 50）。

図図図 505050

図は左側コントロールレバー

1. コントロールレバー 3. ストッププレート

2. ボルト

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと/毎月 （いずれか早

く到達した方）

前後のタイヤとも空気圧を 13 psi （90 kPa =
0.9 kg/cm2）に調整維持してください。タイヤ
空気圧がそろっていないと、刈り上がりもそろ
わなくなります。測定はタイヤが冷えている状
態で行うのがベストです。
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図図図 515151

キキキャャャスススタタタピピピボボボッッットトトのののベベベアアアリリリンンングググののの
調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

1. ブレード PTO スイッチを切り、走行コント
ロール･レバーをニュートラル固定位置に
セットし、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. キャスタからダストキャップを外してロッ
クナットを締め付ける（図 52）。

4. スプリングワッシャが平たくつぶれるまで
ロックナットを締め付け、その位置から 1/4
回転もどすと、ベアリングに対して適切な
予負荷がかかる（図 52）。

重重重要要要 スススプププリリリンンングググワワワッッッシシシャャャががが図図図 525252のののよよようううににに正正正
しししくくく取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくく
だだださささいいい。。。

5. ダストキャップを取り付ける（図 52）。

図図図 525252

1. スプリングワッシャ 3. ダスト･キャップ

2. ロックナット

電電電気気気クククラララッッッチチチののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと—電気クラッチの点

検を行う。

ブレーキが適切なタイミングで掛かるように、
クラッチの調整ができるようになっています。

1. クラッチアセンブリの側面についているス
ロットのひとつに、すきまゲージ（0.381～
0.533mm) を、入れる。ゲージは、アーマ
チャとロータ摩擦面との間に間違いなく入れ
ること。

すきまが、少なくとも 0.381 mmあり、そし
て 0.533 mm を超えていないことが必要。

2. 調整が必要な場合には、3箇所それぞれにつ
いて 0.381 mm に調整する。すき間ゲージが
かるくはさまれるがまだ楽に動かせる程度ま
でロックナットを締め付ける（図 53）。

3. 残りのスロットも同じ要領で調整を行う。

4. 各スロットをもう一度点検し、アーマチャ
とロータ摩擦面との間にごくわずかの接触が
あるように調整する。
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図図図 535353

1. 調整ナット 3. すき間ゲージ

2. スロット

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンスススクククリリリーーーンンンののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

毎回、運転前に、エンジンスクリーンやその付
近に刈りかすやごみがたまっていたら取り除い
てください。これにより、十分な冷却効果と適
正なエンジン回転数が確保でき、エンジンの
オーバーヒートや損傷の発生を抑えることが
できます（図 54）。

エエエンンンジジジンンンののの冷冷冷却却却フフフィィィンンンとととシシシュュュラララウウウ
ドドドののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. 吸気スクリーンとリコイルスタータ、ファ
ンハウジングを取り外す（図 54）。

4. エンジン各部についている汚れや刈りカス
を落とす。

5. 吸気スクリーン、スタータ、ファン･ハウジ
ングを取り付ける（図 54）。
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図図図 545454

1. エンジンガード 4. ファン･ハウジング

2. エンジンの吸気スクリーン
の清掃

5. ネジ

3. ボルト

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

ベベベルルルトトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

ベルトの磨耗の兆候として：ベルトが回転する
ときにきしみ音がする、刈り込み中にベルトが
滑ってブレードが回らない、ベルトの縁がほつ
れている、焼けた跡がある、割れているなどが
あります。これらの兆候を発見したらベルト
を交換してください。

刈刈刈りりり込込込みみみベベベルルルトトトののの交交交換換換
ベルトが回転するときにきしみ音がする、刈り
込み中にベルトが滑ってブレードが回らない、
ベルトの縁がほつれている、焼けた跡がある、
割れているなどは刈り込みベルトの磨耗の症状
です。これらの兆候を発見したらベルトを交
換してください。

重重重要要要 カカカバババーーーにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類ははは、、、カカカ
バババーーーををを外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままませせせんんん。。。全全全部部部
のののボボボルルルトトト類類類ををを数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーががが外外外れれれ
かかかけけけたたた状状状態態態にににししし、、、そそそれれれかかかららら、、、全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを
完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーををを外外外すすすよよようううにににしししてててくくくだだださささ
いいい。。。こここのののよよようううにににすすすれれればばば、、、誤誤誤っっってててリリリテテテーーーナナナかかからららボボボ
ルルルトトトををを外外外しししてててしししまままうううここことととがががああありりりままませせせんんん。。。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. 刈り込みデッキを 76 mm の刈高に降下さ
せる。

4. デッキからベルトカバーとベルトを取り外
す（図 55）。

G012433
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図図図 555555

1. ボルトをゆるめる。 2. ベルトカバーを取り外す。

5. アイドラアームについている四角い穴に
ラチェットを差し込んで、てこの原理でア
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イドラスプリングのテンションをゆるめる
（図 56）。

6. 刈り込みデッキのプーリからベルトを取り
外す。

7. 図 56にあるように、スプリング付きのア
イドラアームについているベルトガイドを
外す。

8. 既存のベルトを取り外す。

9. 新しいベルトをデッキのプーリ、およびエ
ンジン下のプーリに取り付ける（図 56）。

図図図 565656

1. クラッチプーリ 5. アイドラアームの四角い穴
（ラチェット用）

2. 刈り込みベルト 6. アイドラのグリスニップル

3. スプリング付きアイドラプー
リ

7. ベルトガイド

4. ラチェット

10.図 56にあるように、ベルトガイドを取り
付ける。

11.四角い穴にラチェットを差し込んで、アイ
ドラスプリングを取り付ける（図 56）。

スプリングの各端部をアンカー溝にきちん
と嵌めること。

12.ベルトカバーを取り付ける（図 57）。

g017496

図図図 575757

1. ベルトカバーを所定位置に
セットする

3. ボルトを取り付ける

2. その位置からカバーをサイ
ドキャッチに押し込む

油油油圧圧圧ポポポンンンプププ駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの交交交換換換
1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. 刈り込みベルトを取り外す。「保守」の章
の「刈り込みベルトの交換」を参照。

4. 機体をもち上げて、ジャッキスタンドで支
える（図 59）。

5. 図 58にあるクラッチストップを取り外す。

g017494
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図図図 585858

1. クラッチストップ

6. ポストからアイドラスプリングを外す
（図 59）。

7. 油圧ユニット駆動プーリとエンジンプーリ
から古いベルトを取り外す。
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8. エンジンプーリと2つの駆動プーリに新しい
ベルトを掛け回す。

g017437
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図図図 595959

1. アイドラプーリ 4. ポンプ駆動ベルト

2. アイドラスプリングポスト 5. 右側油圧ポンププーリ

3. エンジンプーリ 6. 左側油圧ポンププーリ

9. 図 58にあるクラッチストップを取り付け
る。

10.刈り込みベルトを取り付ける。「刈り込み
ベルトの交換」を参照。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

コココンンントトトロロローーールルルハハハンンンドドドルルルののの位位位置置置調調調整整整
コントロールレバーには高と低と2つの位置が
あります。オペレータの体格に合わせて調整す
るには、まずボルトを外します。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. レバーに取り付けられているボルトとフラ
ンジナットをゆるめる（図 60）。

4. 左右のレバーを両方持ってニュートラル位
置にセットし、そこから前後にスライドさ
せて両方のレバーを整列させ、ボルトを締
め付ける（図 61）。

図図図 606060

1. ボルト 3. コントロールレバー

2. ハンドル 4. ナット
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図図図 616161

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルのののリリリンンンクククののの調調調整整整
燃料タンクの両側、運転席の下側にポンプコン
トロールリンクがあります。1/2 インチのレン
チでこのポンプのリンクを回して調整すること
により、ニュートラル位置でマシンが動き出さ
ないように微調整を行うことができます。ただ
しこの調整はニュートラル位置の調整のために
のみ行ってください。

警警警告告告

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルののの調調調整整整ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを作作作動動動さささ
せせせ車車車輪輪輪ががが回回回転転転すすするるる状状状態態態ででで行行行わわわれれれるるる。。。可可可動動動部部部ややや高高高
温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

指指指、、、手手手、、、衣衣衣服服服なななどどどををを回回回転転転部部部ややや高高高音音音部部部ににに近近近づづづけけけななな
いいいよよようううににに十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

1. エンジンを作動させる前に、デッキの昇降
ペダルを踏み込んで刈高ピンを抜き取る。
デッキを床面まで降下させる。

2. 機体後部を持ち上げてジャッキスタンド
（または同様の支持物）で支え、走行車輪
が床からわずかに浮いて自由に回転できる
ようにする。

3. 運転席の安全スイッチのコネクタを外す（運
転席のクッションの下にある）。スイッチは
シート・アセンブリの一部である。

4. 一一一時時時的的的ににに メインのワイヤハーネスのコネク
タの端子間にジャンパ線を入れる。

5. エンジンを掛ける。ブブブレレレーーーキキキががが掛掛掛かかかっっっててていいいててて
走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーがががロロロッッックククしししててていいいななな
いいいとととエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動ででできききななないいいかかかららら注注注意意意のののこここ

ととと。。。シシシーーートトトスススイイイッッッチチチはははジジジャャャンンンパパパささされれれててていいいるるる
のののでででオオオペペペレレレーーータタタががが着着着席席席しししててていいいなななくくくてててもももエエエンンン
ジジジンンンははは始始始動動動ででできききるるる。。。 エンジンをフルスロッ
トルで回転させ、ブレーキを解除する。

6. 走行コントロールレバーを前進最大速度に
セットし、この状態で少なくとも5分間作
動さすぇて油圧オイルを通常の作動温度ま
で上昇させる。

注注注 調整を行う時には走行コントロールレ
バーをニュートラル位置にセットしておく必
要があります。

7. 走行コントロールレバーをニュートラル位
置にセットする。ポンプコントロールロッ
ドの2つのジャムナットをゆるめ、調整ナッ
トを回転させて、車輪が後退方向にわずか
にクリープするように調整する（図 62）。
走行コントロールレバーを後退位置にセッ
トし、レバーを軽く押しつつ、後退インジ
ケータのスプリングの力を使ってレバーを
ニュートラル位置に戻す。この状態で車輪の
回転が停止、またはわずかに後退側にクリー
プしていればよい。

8. ジャムナットを2つとも締めて調整を固定
する（図 62）。

2

g017438
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図図図 626262

1. ジャムナット 2. 調整ナット

9. エンジンを停止する。ワイヤハーネスから
ジャンパ線を外し、コネクタを元通りにシー
トスイッチに接続する。

10.ジャッキスタンドを外す。

11.デッキを上昇させ、刈高ピンを取りつける。

12.試運転を行って、駐車ブレーキを解除して
もニュートラル位置でマシンがクリープしな
いことを確認する。
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走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルのののダダダンンンパパパののの調調調整整整
トップダンパ取り付けボルトを調整することに
より、走行コントロールレバーの操作時の抵抗
感を調節することができます。取り付けオプ
ションについては図 63を参照してください。

図図図 636363

図は右側走行コントロール

1. ロックナットを 200 in-lb （16.7 ft-lb）（2.3 kg.m）にトルク締め
するトルク締め終了後のボルトはロックナットの端部から突
き出ていなければならない

2. 最も抵抗が大きい（硬い操作感覚）

3. ダンパ

4. 中程度の抵抗（中程度の操作感覚）

5. 最も抵抗が小さい（ソフトな操作感覚）

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルのののニニニュュューーートトトラララルルル
ロロロッッックククピピピボボボッッットトトののの調調調整整整
フランジナットを調整することにより、走行コ
ントロールをニュートラル位置に動かすときの
抵抗感を調節することができます。調整オプ
ションについては図 64を参照してください。

1. ジャムナットをゆるめる。

2. 希望する操作感覚になるようにフランジナッ
トの締め付け強さを調整する。

抵抗を大きくしたい場合には強く締め付け
る。

抵抗を小さくしたい場合には締め付けをゆ
るめる。

3. ジャムナットを締める。

図図図 646464

1. フランジナット 2. ジャムナット
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルにににつつついいいててて
油油油圧圧圧オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ：：： Toro® HYPR-OIL™ 500 油
圧オイルまたは Mobil® 1 15W-50.

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたたオオオイイイルルルををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。他他他
のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷すすするるる可可可
能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 25運転時間ごと

1. 油圧オイルが冷えるのを待つ。オイル量は
オイルが冷えている状態で点検する。

2. 補助タンクのオイル量を点検し、必要に応
じてToro® HYPR-OIL™ 500 油圧オイルを FULL
COLD ラインまで補給する。

G017452

G017451

1

2

図図図 656565

1. 補助タンク 2. FULL COLD ライン

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムのののフフフィィィルルルタタタとととオオオイイイルルル
ののの交交交換換換
フィルタとオイルは同時に交換してください。
オイルは再再再利利利用用用しししななないいいでください。新しいフィ
ルタを取り付け、オイルを入れたら、エアパー
ジを行う必要があります。

エアパージ作業はオイルを追加しつつ行い、
パージ後もタンク内のオイルレベルが FULL
COLD 位置から減少しなくなるまで繰り返し行
います。こここののの作作作業業業ををを正正正しししくくく行行行わわわななないいいととと、、、トトトララランンン

スススアアアクククスススルルル駆駆駆動動動シシシススステテテムムムににに修修修理理理不不不能能能なななダダダメメメーーージジジ
ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムフフフィィィルルルタタタををを取取取りりり外外外すすす

1. エンジンを停止し、可動部すべての動作が
停止するのを待ち、エンジンが冷えるのを待
ち、駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. 各トランスアクスル駆動システムにある
フィルタとガードを探し出す（図 66）。
フィルタガードとガードを固定しているねじ
（3本）を外す。
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図図図 666666

図は右側

1. トランスアクスルドライブ 4. ねじ

2. オイルフィルタ 5. エア抜きプラグ

3. フィルタガード

3. フィルタの周囲を十分にきれいにする。油
圧システムに絶対に異物を入れないようにす
ること。

4. フィルタとプラグを抜いたときに排出され
るオイルを受けるために、フィルタの下に
容器を置く。

5. 各トランスミッションについているプラグ
を抜き取る。

6. フィルタをゆるめて外し、排出されるオイ
ルを回収する。

この作業を両方のフィルタについて行う。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムフフフィィィルルルタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

400運転時間ごと
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図図図 676767

1. 新しいフィルタのゴムシール部にオイルを
薄く塗る。

2. ゴムシールがアダプタに当たるまで手でね
じ込み、そこから更に 3/4～1 回転増し締
めする。もう一方のフィルタにも同じ作業
をする。

3. 各フィルタにフィルタガードを元通りに取
り付ける。フィルタガードは3本のねじで固
定する。

4. オイルを入れる前に、通気プラグを外して
あることを確認する。

5. 所定のオイルを補助タンクにゆっくりと入
れる；通気プラグのののひひひとととつつつ からオイルが流
れ出してくるまでオイルを入れる。オイル
補給をとめて通気プラグを取り付ける。プ
ラグを、 180 in-lb（20.3 N-m = 2 kg.m）
にトルク締めする。

6. 補助タンクにさらにオイルを追加する；
第二トランスミッションについているもう
ひとつの通気プラグの穴からオイルが流れ
出てくるまでオイルを入れる。オイル補給
をとめて通気プラグを取り付ける。プラグ

を、 180 in-lb（20.3 N-m = 2 kg.m）にト
ルク締めする。

7. 補助タンクにさらにオイルを追加する；補
助タンクの FULL COLD ラインまでオイル
を入れる。「油圧システムのエア抜きを行
う」へ進む。

重重重要要要 油油油圧圧圧シシシススステテテムムムのののエエエアアア抜抜抜ききき 作作作業業業ををを正正正ししし
くくく行行行わわわななないいいととと、、、トトトララランンンスススアアアクククスススルルル駆駆駆動動動シシシススス
テテテムムムににに修修修理理理不不不能能能なななダダダメメメーーージジジががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムのののエエエアアア抜抜抜ききき
1. 機体後部を持ち上げてジャッキスタンド

（または同様の支持物）で支え、走行車輪
が床からわずかに浮いて自由に回転できる
ようにする。

g017625
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1. ジャッキアップ位置

2. 運転席に座る。エンジンを始動し、スロッ
トルを 1/2 位置にセットする。駐車ブレー
キを解除する。

A. バイパスレバーを「車両牽引」位置に
セットする；「緊急時の牽引移動」の項
を参照。エンジンが作動し、バイパスバ
ルブを開いた状態で、走行コントロール
レバーを前進および後退方向にゆっくり
と操作する（5～6回）

B. バイパスレバーを「通常運転」位置に
セットする。エンジンが作動し、バイパ
スバルブを閉じた状態で、走行コント
ロールレバーを前進および後退方向に
ゆっくりと操作する（5～6回）

C. エンジンを停止し、補助タンクの油量を
点検する。補助タンクの FULL COLD ライ
ンまで油圧オイルを補給する。

3. 油圧システム内部から完全にエアが抜ける
までステップ 2 を繰り返し行う。
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トランスアクスルの作動音が通常レベルにな
り、前進・後退が通常速度で滑らかに行われ
るようになったら、トランスアクスル内部の
エアが完全にパージされたとみなしてよい。

4. 補助タンク内の油量をもう一度点検する。
必要に応じて補助タンクの FULL COLD ライ
ンまで油圧オイルを補給する。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの保保保守守守

デデデッッッキキキののの水水水平平平調調調整整整

マママシシシンンンのののセセセッッットトトアアアッッップププ

注注注 刈高の調整を行う前に刈り込みデッキが水平
であることを確認する必用があります。

1. マシンを平らな床の上におく。

2. ブレード PTO スイッチを切り、走行コント
ロール･レバーをニュートラル固定位置に
セットし、駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

4. タイヤ空気圧を点検する。タイヤ空気圧を
13 psi（90 kPa=0.9 kg/cm2）に調整する。

5. 刈り込みデッキを 76 mm の刈高にセット
する。

デデデッッッキキキののの水水水平平平調調調整整整
1. デッキを平らな床の上におく。

2. エンジンを止め、各部が停止するのを待ち、
キーを抜き取る。駐車ブレーキを掛ける。

3. タイヤ空気圧を点検する。正しいタイヤ空
気圧は 13 psi（90 kPa = =0.9 kg/cm2）で
ある。必要に応じて調整する。

4. 移動走行ロックをロック位置にセットする。

5. デッキ昇降ペダルを一杯に踏み込んでデッ
キを移動走行位置にロック（刈高 14 cm位置
にロック）する（図 69）。
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図図図 696969

1. デッキ昇降ペダル 3. 移動走行ロック

2. 刈高ピン
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6. 刈高調整ピンを、刈高 7.6 cm 位置にセッ
トする。

7. 移動走行ロックを解除し、調整した刈高位
置にデッキを降下させる。

8. 排出シュートを上げる。

9. デッキの左右両側で、水平な床面から各ブ
レードの刃先までの高さを測定する（A位
置）。この高さが 7.6 mmであれば適正で
ある（図 70）。

図図図 707070

1. A 位置で 7.6 cmあれば適正 3. ここでブレードの先端から
床面までの高さを測る。

2. B 位置で 8.3 cm あれば適
正

4. 左右側でA位置とB位置で
の測定を行う

10.必要であれば、ヨーク側面についているウ
イズロックナットと上部のジャムナットを
ゆるめる。所定の高さ（7.6 mm）が達成さ
れるように調整ねじを使って微調整を行う
（図 71を参照）。

高さを大きくするには調整ねじを右に回し、
小さくするには左に回す。

g017441

図図図 717171

1. ウイズロックナット 3. ジャムナット

2. 調整ねじ 4. ヨーク

11.デッキの前リンクに十分な調整しろがない
ために規定の高さに調整ができない場合に
は、シングルポイントを調整することによっ
てより大きな調整を行うことができる。

12.シングルポイントの調整を行うには、刈高
プレートの底部にあるボルト2本をゆるめ
る。図 72を参照。
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図図図 727272

1. 刈高プレートの底部にあるボルト

13.デッキが低すぎる場合には、シングルポイ
ント調整ボルトを右に回して締める。デッキ
が高すぎる場合には、シングルポイント調整
ボルトを左に回してゆるめる（図 73）。
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注注注 シングルポイント調整ボルトを締め付け
またはゆるめることによって、刈高プレート
取り付けボルトを移動可能距離の少なくとも
1/3 の長さまで動かすことができる。これに
より、4つのデッキリンクのそれぞれについ
てある程度の上下調整が可能になる。

g017036

図図図 737373

1. シングルポイント調整ボルト

14.刈高プレートの底部にあるボルト2本を締め
付ける（図 72）。27-33 ft-lb（37-45 N-m
= 3.7-4.5 kg.m）にトルク締めする。

注注注 ほとんどの場合、ブレードの先端が後ろ
側で前側よりも 6.4 mm 高くなるようにセッ
トするのが適切です。

15.デッキの左右両側で、水平な床面からブ
レードの後端までの高さを測定する（B位
置）。この距離が 8.3 cm あれば適正である
（図 70）。

16.所定の高さ（8.3 mm）が達成されるように調
整ねじを使って微調整を行う（図 71）。

高さを大きくするには調整ねじを右に回し、
小さくするには左に回す。

17.デッキの4辺全部で正しい高さが得られるま
で調整を続ける。デッキ昇降アーム・アセン
ブリのナットすべてを締め付ける。

18.排出シュートを下げる。

ブブブレレレーーードドドののの整整整備備備
ブレードの刃先が鋭利であれば、芝草の切り口
もきれいです。シーズンを通してブレードの刃
先を鋭利にしておきましょう。切れ味の悪い刃
先は芝草を引きちぎるので、切り口が茶色に変
色し、芝草の成長を悪くし、また病気にもか
かりやすくなります。

刈り込みブレードは磨耗や破損が発生していな
いか毎回点検してください。必要に応じてやす
りなどで当たり傷などを修正し、刃先を鋭利に
研いでください。ブレードが破損したり磨耗し
たりした場合には、直ちに交換してください；
トロの純正ブレードを使ってください。ブレー
ドを 2 本用意して交互に使用すると便利です。

危危危険険険

磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、
回回回転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが
起起起こここるるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険
ををを及及及ぼぼぼししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

••• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的
ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

••• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは交交交換換換
すすするるるこここととと。。。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ややや整整整備備備にににかかかかかかるるる前前前ににに

平らな場所に駐車し、ブレード制御スイッチ
（PTO）を解除し、駐車ブレーキを掛ける。キー
を OFF位置に回す。キーを抜き取る。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

1. 刃先の部分を点検する（図 74）。刃先部分
が鋭利でなかったり、打ち傷がある場合に
は、ブレードを外して研磨する。「ブレー
ドの研磨」を参照。

2. ブレードを点検、特に湾曲部（図 74）をて
いねいに点検する。破損、磨耗、割れの発
生などがあれば（図 74）、直ちに新しいブ
レードに交換する。
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図図図 747474

1. 刃先 3. 磨耗や割れの発生

2. 湾曲部 4. ひび

ブブブレレレーーードドドののの変変変形形形ををを調調調べべべるるる

1. ブレード PTO スイッチを切り、走行コント
ロール･レバーをニュートラル固定位置に
セットし、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. ブレードが前後方向を指すように回転させ
る(図 75)。AAAの位置で(図 75)、平らな床
面からブレードの刃先までの高さを測る。
測定値を記録する。

図図図 757575

1. ここ（平らな床面からブレー
ドの刃先までの高さ）を測る

2. A の位置

4. ブレードを半回転させてもう一方の刃先を
前に向ける。

5. 同じ位置で上記3と同じ要領で平らな床面か
らブレードの刃先までの高さを測る。上記手
順3と4で記録した2つの測定値が 3 mm の差
の中に収まっていれば適正である。差が3 mm
よりも大きい場合には、そのブレードは曲

がっていて危険であるから交換する；「ブ
レードの取り付け」を参照。

警警警告告告

曲曲曲がががっっったたたりりり割割割れれれたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドののの一一一部部部ががが
デデデッッッキキキかかかららら飛飛飛びびび出出出すすすととと、、、周周周囲囲囲ののの人人人ににに大大大けけけががが
をををさささせせせたたたりりり死死死亡亡亡さささせせせるるるなななどどど極極極めめめててて危危危険険険ななな事事事
故故故のののもももととととととなななるるる。。。

••• 曲曲曲がががっっったたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは直直直
ちちちににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。

••• ブブブレレレーーードドドのののエエエッッッジジジややや表表表面面面ににに、、、絶絶絶対対対ににに割割割れれれ
目目目ややや切切切れれれ目目目をををつつつけけけななないいいこここととと。。。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし

ブレードが堅いものに当たった、バランスが取
れていない、磨耗した、曲がったなどの場合に
は新しいものと交換してください。いつも最高
の性能と安全性を維持するために、必ずToro
純正品をお求めください。他社のブレードを
使用すると安全規格に適合しなくなる可能性
があります。

1. スパナ（1-1/2）をスピンドルシャフトの六
角形の端部に当ててスピンドルシャフトを
押える。

2. スピンドルのシャフトからブレードボル
ト、湾曲ワッシャ、ブレードを取り外す
（図 76）。
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図図図 767676

1. ブレードのセール部 4. ブレードボルト

2. ブレード 5. スピンドルシャフトの六角
形の端部

3. 湾曲ワッシャ
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ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨

警警警告告告

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨中中中にににブブブレレレーーードドドののの一一一部部部ががが割割割れれれるるるななな
どどどしししててて飛飛飛びびび出出出すすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

ブブブレレレーーードドドををを研研研磨磨磨すすするるる時時時にににははは適適適切切切ななな保保保護護護めめめがががねねね
ををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

1. ブレードは、左右の刃先をやすりで磨く
（図 77）。刃先の角度を変えないように注
意すること。左右を同じだけ削るようにすれ
ばバランスが狂わない。

図図図 777777

1. この角度を変えないように研磨すること

2. ブレード･バランサー（図 78）を使ってバ
ランスを調べる。ブレードが水平に停止す
ればバランスがとれているからそのまま使
用してよい。もし傾くようなら、重い方の
裏面を少し削って調整する（図 79）。バラ
ンスがとれるまで調整する。

図図図 787878

1. ブレード 2. バランサー

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり付付付けけけ

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの立立立っっっててていいいるるる側側側（（（セセセーーールルル部部部）））ががが
カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの天天天井井井ををを向向向くくくのののががが正正正しししいいい
取取取りりり付付付けけけ方方方ででですすす。。。

1. スパナ（1-1/2）をスピンドルシャフトの六
角形の端部に当ててスピンドルシャフトを
押える。

2. ブレード、スプリングディスク、ブレー
ドボルトを取り付ける。スプリングディス
クは、円錐部をボルトの頭に向けて取り付
ける（図 79）。各ブレードボルトを85～
110ft.-lb（115～150Nm = 11.8～15.2kg.m）
にトルク締めする。
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図図図 797979

1. ブレードのセール部 4. ブレードボルト

2. ブレード 5. スピンドルシャフトの六角
形の端部

3. スプリングディスク
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刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの取取取りりり外外外ししし
刈り込みデッキの整備や取り外しを行う前に、
スプリングの負荷が掛かっているデッキアーム
をロックする必要があります。

1. エンジンを止め、各部が停止するのを待ち、
キーを抜き取る。駐車ブレーキを掛ける。

2. 刈高調整ピンを抜いてデッキを床に下ろす。

3. 刈高調整ピンを、刈高 7.6 cm 位置にセッ
トする。

4. ベルトカバーを取り外す。

5. フロアパンを持ち上げて、デッキアイドラの
四角い穴にラチェットを差し込む（図 80）。

6. デッキアイドラを右に回転させて刈り込み
ベルトを外す（図 80）。

g017627

図図図 808080

1. クラッチプーリ 5. アイドラアームの四角い穴
（ラチェット用）

2. 刈り込みベルト 6. アイドラのグリスニップル

3. スプリング付きアイドラプー
リ

7. ベルトガイド

4. ラチェット

7. 図 81に示すように、デッキの両側から金具
類を外し、なくさぬように保管する。

g017417

2

図図図 818181

1. 後デッキ昇降アタッチメントのショルダボルトとナットを外す。

2. 前デッキ昇降アタッチメントのショルダボルトとナットを外す。

8. デッキを機体右側に引き出す。

デデデフフフレレレクククタタタののの交交交換換換

警警警告告告

排排排出出出口口口ををを露露露出出出さささせせせたたたままままままでででおおおくくくととと、、、異異異物物物ががが飛飛飛びびび
出出出しししてててきききてててオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに当当当たたたりりり、、、
重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。まままたたた、、、ブブブ
レレレーーードドドににに触触触れれれててて大大大怪怪怪我我我をををすすするるる可可可能能能性性性もももあああるるる。。。

モモモアアアををを使使使用用用すすするるるととときききにににははは、、、必必必ずずず、、、カカカバババーーー･･･プププ
レレレーーートトト、、、マママルルルチチチ･･･プププレレレーーートトト、、、デデデフフフレレレクククタタタまままたたたははは
集集集草草草装装装置置置ををを取取取りりり付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。

1. デフレクタをピボットブラケットに固定し
ているロックナット、ボルト、スプリング、
スペーサを外す(図 82)。デフレクタを取
り外す。
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図図図 828282

1. ボルト 5. スプリングを取り付けた状
態

2. スペーサ 6. デフレクタ

3. ロックナット 7. スススプププリリリンンングググののの JJJ 字字字形形形フフフッッッククク

4. スプリング

2. デフレクタにスペーサとスプリングを取り
付ける。JJJ 形端部のひとつをデッキ後部の
エッジに引っ掛ける。

注注注 必ず JJJ 形端部のひとつをデッキ後部の
エッジに引っ掛け、それから 図 82 のよう
にボルトを取り付けてください。

3. ボルトとナットを取り付ける。JJJ 形端部のひ
とつをデフレクタに引っ掛ける（図 82）。

重重重要要要 デデデフフフレレレクククタタタががが自自自由由由ににに回回回転転転ででできききるるるここことととががが
必必必要要要ででですすす。。。デデデフフフレレレクククタタタををを手手手ででで上上上向向向きききにににしししててて
かかかららら手手手をををはははなななししし、、、自自自力力力ででで下下下がががるるるここことととををを確確確認認認
しししてててくくくだだださささいいい。。。

洗洗洗浄浄浄

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキののの裏裏裏側側側ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

1. ブレード PTO スイッチを切り、走行コント
ロール･レバーをニュートラル固定位置に
セットし、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. デッキを移動走行位置まで上昇させる。

ごごごみみみののの投投投棄棄棄にににつつついいいててて
エンジンオイル、バッテリー、油圧オイル、冷
却液は環境汚染物質です。これらの物質は、そ
れぞれの地区の法律などに従って適切に処分し
てください。
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保保保管管管

洗洗洗浄浄浄ととと格格格納納納保保保管管管
1. PTO（ブレード制御スイッチ）をOFFにし、

駐車ブレーキを掛け、キーを OFF 位置にす
る。キーを抜き取る。

2. 機体各部、特にエンジンや油圧装置に付着
している泥や刈りかすをきれいに落とす。特
にエンジンのシリンダヘッドや冷却フィン部
分やブロアハウジングを丁寧に清掃する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががでででききき
ままますすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。まままたたた、、、コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルル、、、エエエンンン
ジジジンンン、、、油油油圧圧圧ポポポンンンプププ、、、モモモーーータタタににに大大大量量量ののの水水水ががが掛掛掛
かかからららななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

3. ブレーキの点検を行う；「保守」の章の「ブ
レーキの点検」の項を参照。

4. エアクリーナの整備を行う；「保守」の章
の「エアクリーナの整備」を参照。

5. グリスアップを行う； 「保守」の章の「潤
滑」の項を参照。

6. エンジンオイルを交換する；「保守」の章
の「エンジンオイルの交換」を参照。

7. タイヤ空気圧を点検する；「保守」の章の
「タイヤ空気圧を点検する」を参照。

8. 油圧オイルフィルタを交換する；「保守」
の章の「油圧システムの整備」を参照。

9. バッテリーを充電する；「保守」の章の
「バッテリーの整備」を参照。

10.刈り込みデッキの内側にこびりついている
刈かすやごみをスクレーパで掻き落とし、水
道ホースで水洗いする。

注注注 機体の洗浄がおわったらエンジンを掛
け、ブレード制御スイッチ（PTO）を2～5分
間程度作動させて内部の水を除去する。

11.ブレーキの点検を行う；「保守」の章の「ブ
レードの整備」の項を参照。

12.長期間（30 日以上）にわたって保管する場
合には次の手順に従う：

A. 石油系のスタビライザ/コンディショナ
（燃料品質安定剤）を燃料タンクの燃料
に添加する。混合手順は、スタビライザ
の説明書に従うこと。アルコール系のス
タビライザ（エタノール系やメタノール
系）は使用しないこと。

注注注 スタビライザは、新しい燃料に添加し
て常時使うのが最も効果的です。

B. エンジンをかけて、コンディショナ入
りのガソリンを各部に循環させる（5分
間）。

C. エンジンを停止し、温度が下がるのを
待ってガソリンを抜き取る；「保守」の
章の「燃料タンクの整備」を参照。

D. エンジンを再度始動する。チョークを引
いて始動し自然停止まで運転する。

E. 抜き取った燃料は地域の法律などに従っ
て適切に処分する。廃油などはそれぞれ
の地域の法律などに従って適正に処分す
る。

重重重要要要 コココンンンデデディィィシシショョョナナナ入入入りりりののの燃燃燃料料料でででももも909090日日日
間間間以以以上上上ののの保保保存存存はははしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

13.機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付
けや交換、修理を行う。破損個所はすべて修
理する。

14.機体の塗装がはげていればタッチアップ修
理をする。ペイントは代理店で入手するこ
とができる。

15.汚れていない乾燥した場所で保管する。始
動スイッチのキーは必ず抜き取って子供など
の手の届かない場所に保管する。機体にはカ
バーを掛けておく。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ブレード制御スイッチ（PTO）が解除され
ていない。

1. ブレード制御スイッチ（PTO）を解除する。

2. 駐車ブレーキが掛かっていない。 2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. 走行レバーがニュートラルロック位置に
ない。

3. 走行コントロールレバーをニュートラル
ロック位置にする。

4. 着席していない。 4. 運転席に座る。

5. バッテリーがあがっている。 5. バッテリーを充電する。

6. 配線のゆるみ、腐食など。 6. 配線を点検修正する。

7. ヒューズが飛んでいる。 7. ヒューズを交換する。

スタータが動かない。

8. リレーやスイッチの故障。 8. 代理店に連絡する。

1. ガス欠 1. 燃料を補給する。

2. 燃料バルブが閉まっている。 2. 燃料バルブを開く。

3. エンジンオイルが足りない。 3. クランクケースにオイルを入れる｡

4. スロットルとチョークの設定が正しくない。 4. スロットルコントロールは SLOW と FAST
の中間位置、チョークはエンジンが冷え
ている場合には ON 位置でエンジンが
温まっている場合には OFF にセットす
ることが必要です。

5. 燃料フィルタが詰まっている。 5. 燃料フィルタを清掃する。

6. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 6. 代理店に連絡する。

7. エアクリーナが詰まっている。 7. エレメントを清掃または交換する。

8. シートスイッチの不良 8. シートスイッチ表示灯を点検する。必要
に応じて交換する。

9. 配線のゆるみ、腐食など。 9. 配線を点検修正する。コネクタの端子を
電気部品クリーナでていねいに清掃し、
誘電グリスを塗って接続してください。

10. リレーやスイッチの故障。 10. 代理店に連絡する。

11. 点火プラグの不良。 11. 点火プラグを清掃、調整または交換す
る。

エンジンが掛からない。始動するがすぐに
停止する。

12. 点火プラグコードが接続されていない。 12. 点火プラグコードの接続を点検する。

1. 負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エアクリーナが詰まっている。 2. エアクリーナエレメントを清掃する。

3. エンジンオイルが足りない。 3. クランクケースにオイルを入れる｡

4. 冷却フィンやエンジン上部付近が目詰
まりしている。

4. 清掃して空気の流れを良くする。

5. 燃料キャップの通気孔が詰まった。 5. 燃料キャップを清掃／交換する。

6. 燃料フィルタが詰まっている 6. 燃料フィルタを清掃する。

エンジンのパワーがすぐに落ちる。

7. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 7. 代理店に連絡する。

1. 負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エンジンオイルが足りない。 2. クランクケースにオイルを入れる｡

オーバーヒートする。

3. 冷却フィンやエンジン上部付近が目詰
まりしている。

3. 清掃して空気の流れを良くする。

1. トラッキングの調整が必要。 1. トラッキングを調整する。デッキが左右に振られる（レバーは全速前
進）

2. 駆動輪のタイヤ空気圧が不適切。 2. タイヤ空気圧を調整する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. バイパスバルブがきちんと閉じていない。 1. バイパスバルブを閉じる。

2. ポンプベルトが磨耗、ゆるい、破損して
いる。

2. ベルトを交換する。

3. ポンプベルトが外れている。 3. ベルトを交換する。

4. アイドラスプリングが破損または欠落し
ている。

4. スプリングを交換する。

走行できない。

5. 油圧オイルが不足または高温になって
いる。

5. 油圧オイルを補給するかオイルが冷え
るのを待つ。

1. ブレードが曲がっている／バランスが
悪い。

1. ブレードを交換する。

2. ブレードの取り付けがゆるい。 2. ブレード取り付けボルトを締め付ける

3. エンジンの取り付けがゆるい。 3. 固定ボルトを締め付ける。

4. エンジン･プーリ、アイドラ･プーリ、ブレー
ド･プーリがゆるい。

4. プーリを締めつける

5. エンジンプーリが破損している。 5. 代理店に連絡する。

6. ブレードのスピンドルが曲がっている。 6. 代理店に連絡する。

異常に振動する

7. モータのマウントが磨耗、またはゆるい。 7. 代理店に連絡する。

1. 刃先が鋭利でない。 1. ブレードを研磨する。

2. ブレードが曲がっている。 2. ブレードを交換する。

3. 刈り込みデッキが水平でない。 3. デッキの前後左右の水平調整を行う。

4. デッキの内側が汚れている。 4. デッキ内側の清掃を行う。

5. タイヤ空気圧が適正でない。 5. タイヤ空気圧を調整する。

刈高が均一でない

6. ブレードのスピンドルが曲がっている。 6. 代理店に連絡する。

1. 刈り込みデッキ駆動ベルトが磨耗、ゆ
るいまたは破損。

1. 新しいベルトを取り付ける。

2. 刈り込みデッキ駆動ベルトが外れてい
る。

2. デッキプーリを取り付け、アイドラプー
リ、アイドラアーム、スプリングの位置と
機能を点検する。

3. ポンプ駆動ベルトが磨耗、ゆるい、また
は破損。

3. ベルトの張りを点検、必要に応じて交
換する。

ブレードが回転しない。

4. アイドラスプリングが破損または欠落し
ている。

4. スプリングを交換する。

1. ヒューズが飛んでいる。 1. ヒューズを交換する。コイルの抵抗、バッ
テリーの充電状態、充電システム、配線
を点検し、必要に応じて交換などを行う。

2. クラッチへの電圧が低い。 2. コイルの抵抗、バッテリーの充電状態、
充電システム、配線を点検し、必要に応
じて交換などを行う。

3. コイルが破損している。 3. クラッチを交換する。

4. 電気供給が不十分。 4. クラッチの電線または電気系統を点検修
理する。コネクタの接触部を清掃する。

クラッチが入らない。

5. ロータ/アーマチャの隙間が大きすぎる。 5. シムを取り除くかクラッチを交換する。
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欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニー（トロ）は、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したことになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を利
用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場合があ
ります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求められた場合に
は、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間（法律によって保存期間が決められてい
る場合など）にわたって情報の保管を行います。

トロはあなたの個人情報を保護します
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報やその訂正のためのアクセス
登録されているご自分の情報をご覧になりたい場合には、以下にご連絡ください： legal@toro.com.

374-0282 Rev B



国国国際際際デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ一一一覧覧覧

デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ（（（輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理店店店）））：：： 国国国：：： 電電電話話話番番番号号号：：：

Atlantis Su ve Sulama Sisstemleri Lt トルコ 90 216 344 86 74

Balama Prima Engineering Equip. 香港 852 2155 2163

B-Ray Corporation 大韓民国 82 32 551 2076

Casco Sales Company プエルトリコ 787 788 8383

Ceres S.A. コスタリカ 506 239 1138

CSSC Turf Equipment (pvt) Ltd. スリランカ 94 11 2746100

Cyril Johnston & Co. 北アイルランド 44 2890 813 121

Equiver メキシコ 52 55 539 95444

Femco S.A. グアテマラ 502 442 3277

ゴルフ場用品株式会社 日本 81 726 325 861

Geomechaniki of Athens ギリシャ 30 10 935 0054

Guandong Golden Star 中華人民共和国 86 20 876 51338

Hako Ground and Garden スウェーデン 46 35 10 0000

Hako Ground and Garden ノルウェー 47 22 90 7760

Hayter Limited (U.K.) 英国 44 1279 723 444

Hydroturf Int. Coドバイ アラブ首長国連合 97 14 347 9479

Hydroturf Egypt LLC エジプト 202 519 4308

Ibea S.P.A. イタリア 39 0331 853611

Irriamc ポルトガル 351 21 238 8260

Irrigation Products Int'l Pvt Ltd. インド 86 22 83960789

Jean Heybroek b.v. オランダ 31 30 639 4611

Maquiver S.A. コロンビア 57 1 236 4079

Maruyama Mfg. Co. Inc. 日本 81 3 3252 2285

Metra Kft ハンバリー 36 1 326 3880

Mountfield a.s. チェコ共和国 420 255 704 220

Munditol S.A. アルゼンチン 54 11 4 821 9999

Oslinger Turf Equipment SA エクアドル 593 4 239 6970

Oy Hako Ground and Garden Ab フィンランド 358 987 00733

Parkland Products Ltd. ニュージーランド 64 3 34 93760

Prochaska & Cie オーストリア 43 1 278 5100

RT Cohen 2004 Ltd. イスラエル 972 986 17979

Riversa スペイン 34 9 52 83 7500

Sc Svend Carlsen A/S デンマーク 45 66 109 200

Solvert S.A.S. フランス 33 1 30 81 77 00

Spypros Stavrinides Limited キプロス 357 22 434131

Surge Systems India Limited インド 91 1 292299901

T-Markt Logistics Ltd. ハンバリー 36 26 525 500

Toro Australia オーストラリア 61 3 9580 7355

トロ・ヨーロッパNV ベルギー 32 14 562 960

374-0269 Rev C



景観管理
プロ業務用
機器

トトトロロロ社社社ののの総総総合合合製製製品品品保保保証証証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

The Toro社およびその関連会社である Toroワランティー社は、両社の合意に
基づき、下記の Toro製品の当初の購入者*に対し、当該製品に材質上また
は製造上の欠陥が発見された場合には無償修理を行うことをお約束します。

保証期間は、当初の購入者によるお買い上げ日から起算して以下の期間と
させていただきます。

製製製品品品 保保保証証証期期期間間間

53 cm デッキ – 住宅用1 2年間

53 cm デッキ – 業務用 1 年間

ミッドサイズ歩行式芝刈機 2年間

•エンジン 2年間2

Grand Stand® モア 5 年間または 1,200 運転時間3

•カワサキエンジン 2年間

•コーラー EFI エンジン 3 年間

•フレーム 製品寿命まで（ただし最初のオーナー
に対してのみ）4

Z Master® 2000 シリーズ芝刈り機 4 年間または 500 運転時間3

•エンジン 2年間2

•フレーム 製品寿命まで（ただし最初のオーナー
に対してのみ）4

Z Master® 3000 シリーズ芝刈り機 5 年間または 1,200 運転時間3

•エンジン 2年間2

•フレーム 製品寿命まで（ただし最初のオーナー
に対してのみ）4

Z Master® 5000 および 6000 シリー
ズ芝刈り機

5 年間または 1,200 運転時間3

•カワサキエンジン 2年間2

•コーラーエンジン 2年間2

•コーラー EFI エンジン 3年間2

•フレーム 製品寿命まで（ただし最初のオーナー
に対してのみ）4

Z Master® 7000 シリーズ芝刈り機 4 年間または 1,200 運転時間3

•エンジン 2年間2

•フレーム 製品寿命まで（ただし最初のオーナー
に対してのみ）4

すべての芝刈り機

•バッテリー 2年間

•アタッチメント 2年間

1通常の住宅環境とは、自宅敷地内にて使用することを言います。1箇所より多い現場での使用は業務

用使用となり、業務用製品の保証が適用されます。

2トロの LCE 製品では、エンジンの保証をエンジンメーカーが行っているものがあります。

3いずれか早く到達した時期まで。

4製品寿命時期までのフレーム保証：メインフレーム（溶接によって構成した、トラクタのフレーム構成部

であって、エンジンなどの構成品を搭載するための構造物）が、通常の使用中に割れや破損を生じた場

合、部品代や工賃の負担なく、修理または交換いたします。不適切な使用、無理な使用によるフレーム

の破損や使用間違いまたは錆や腐食の発生によって必要になった修理には本保証は適用されません。

修理に必要となるパーツ代金および作業代金は本保証に含まれますが、
機械の搬送費用はお客様のご負担となります。

保保保証証証請請請求求求手手手続続続ききき

お客様が所有するToro製品に材質上または製造上の欠陥が存在すると思
われた場合には、以下の手続きを行ってください：

1. 販売店にご連絡ください。販売店に連絡することが不可能な場合には、
Toro正規代理店にご連絡ください。

2. ご購入の日を証明する書類（レシート）とともに、サービスディーラーの
修理工場に製品をお送りください。

3. サービスディーラーの診断やサービス内容にご満足いただけない場合
は以下にご相談ください：

RLC Customer Care Department

Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

001-952-948-4650

代理店一覧表をご覧ください.

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

お客様は、オペレーターズマニュアル に記載されている保守整備手順に
よって、お客様が保有される Toro 製品の保守を実行する責任があります。
これらの保守作業はディーラーまたはお客様が行うことができますが、費
用はお客様のご負担となります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

上記の他、製品によっては排ガス保証およびエンジン保証が
ありますが、これらの保証が明示的保証のすべてとなります。
以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• 通常の保守整備に必要なパーツや消耗部品、例えばフィルタ、燃料、
潤滑剤、チューンアップ部品、ブレードの研磨費用、ブレーキやクラッ
チの調整費用。

• 改造や誤使用、通常の摩損、事故、整備不良などを原因とする故障
や不具合。

• 不適切な燃料の使用、燃料システムの汚染、または3ヶ月以上の長期
保管前に行うべき整備が不適切だったために発生した不具合。

• 本保証の下で行われる修理はすべて Toro のサービスディーラーが
Toro の承認した部品を使用して実施するものとします。

そそそののの他他他

ご購入者様は、居住国の法律により保護されています。本保証は、これらの
法律によって保護されるご購入者の権利を制限するものではありません。

374-0272 Rev B


